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第 1 章　音
1.1　音韻
1.1.1.　アクセントのある中ド長音 ī → ei
　　中ド副詞 īn（= ein）が現ド ein になる：mīn → mein
1.1.2.　異化（Dissimilation）
ある単語内の同一ないしは類似の二つの子音の一方が消失したり変化したり
する現象
　・古ド finstar ← dinstar（d- が n の前で異化，d も n も歯音なので）
　・Kartoffel（1775 年より T- が K- に異化）← 古形 Tartuffel 
　・König ← 古ド kuning
1.1.3.　英語で f の前で n の消失
　　fünf → エ five　　　sanft → エ soft
1.1.4.　形容詞→名詞のアプラウト形
　　heiß → Hitze（エ hot → エ heat）
1.1.5.　ゲルマン語第 2 次子音推移（高地ドイツ語音韻推移，第 2 次音韻推移）
　・p, t, k, d → pf, z, ch, t 
　　　エ apple → ド Apfel　　　エ ten → ド zehn　　　エ book → ド Buch
　　　エ day → ド Tag
　　母音の後では 2 重子音になる
　　　エ eat → essen　　　エ open → offen
Pfeffer < ラ piper , Pfeife（エフ pipe）はラテン語から早く借用したので語頭
も語中も推移している。
1.1.6.　語頭音脱落
Lärm　16 世紀にフ à l’arme の語頭音脱落形から，また，à の保存形から
Alarm「警報」
1.1.7.　添音（t , d）［語源的に無根拠］
　・Axt　　　	 	 	 ・irgend［中ド iergen］
　・jemand［古ド eoman, ioman = io+man］［中ド ieman, iemen］（-d は中世後期に
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ついた）
　・jetzt    ・niemand［古ド nioman	< ni + je + man］
　・Obst　 ・Palast　 ・Saft  ・selbst　 ・sonst
1.1.8.　頭韻（Alliteration）
　・dick und dünn　 ・Glück und Glas　 ・Haus und Hof
　・Leib und Leben ・Nacht und Nebel
1.1.9.　同化（Assimilation）と接頭語ラ ad-
　　ad はラテン語の前置詞で，「方向，付加」を表わす。
　・エ accept［ad + capere］　　  ・エ affirm［ad + firmus］
　・エ aggress［ad + gressus］
　　否定の in- についても同じようなことが起こる。
　・エ immortal　  ・エ irregular　  ・Illumination
　・immobil　  ・Irrealität
1.1.10.　動詞の Ablaut した形容詞
　　schlank < 中低ド slinken「縮む」
1.1.11.　名詞間のアプラウト（造語の方法 9.1.1.3 も参照）
　・Burg, Berg　  ・Feld, Fulda（地名，川名）
　・Hahn, Huhn　  ・Kerl（古ド karal「夫，愛人」の Ablaut 形）,　Karl
　・Kern, Korn
1.1.12.　仏語 g が英語 w に対応する例
　　フ garant － エ warrant　  フ gaufre － エ wafer
　　フ guerre － エ war
1.1.13.　古い s が残る語
　　Frost（frieren［古ド friosan］）［-r < -s］
1.1.14.　母音の同化
　　エフ balance（ドイツ語では母音の同化が起こらず Bilanz < ラ bilanx）
1.1.15.　結び音 -s
　　Geburtstag　エは birthday（結び音 s は無）,　Arbeitsplatz（エ workplace）
1.1.16.　わたり音の t（Gleitlaut）
　　発音を容易にする音として t を挿入（Euphonie［音便］）
eigentlich（14 世 紀 に -t が 入 る ）, entweder, entzwei, hoffentlich, Kenntnis, 
namentlich, öffentlich（14 世紀ごろ -t が入る）, ordentlich（中ド ordenlich 14 世
紀に -t が入る）, wesentlich < Wesen
1.1.17.　-b + 名詞語尾 t → ft
　　geben → Gift　　 schreiben → Schrift　 treiben → Trift
1.1.18.　-ch + 母音で c の脱落
　・hoch → Höhe
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　・nach（= nah）+ e → Nähe（Nachbar は子音が続くので c が残る）
1.1.19.　-e- → -ö- 
　　Umlaut 1.2.4. 参照
1.1.20.　-g- → -ck-
　　neigen → nicken（反復形）　　 biegen , beugen → bücken
1.1.21.　-h → -ck の関係
　　（強調を表わす）
　　ziehen ― zücken , zucken　 geschehen（< 古ド scehan）― schicken
1.1.22.　-ng の -n の脱落（音韻 1.1.2.	参照）
　　Honig ← 古ド honang 　 　König ← 古ド kuning
　　Pfennig ← 古ド pfenning
1.1.23.　-nk → -ch の変化
　　(ge)denken → gedacht , Gedächtris　　 エ think → thought（-nk → -gh）
1.1.24.　ū → au の二重母音化
　　中ド　lūne → Laune　　　  中ド　hūs → Haus
1.1.25.　ʒ（= gelispeltes s）の発音
13 世紀中頃以来 eʒ の ʒ は gelispeltes s（英語の th［θ］に近い）であるが，
eʒ は es と発音されるようになり，綴字も es に統一された。
1.2.　Umlaut
1.2.1.　ウムラウト（変母音）
ウムラウトは古くは ae, oe, ue と書かれており，Goethe, Haeckel 等の人名に
残っている。16 世紀頃から ä, ö, ü が一般化した。ウムラウトは，アクセン
トのあるa, o, uが次の綴りにある iの影響を受けて発音しやすくするためにa, 
o, u と i の中間音に変わることから起こった。
1.2.2.　ウムラウトが生じなかった語
　　erlauben　古ド irlouben , ゴ uslaubjan
ゴート語 -jan からウムラウトが予想されるが，ウムラウトのない上部ド
イツ語形が文語に定着した。md. erleuben（Luther も erleuben）
1.2.3.　ウムラウトを起こす接尾辞
　・-chen　	 	 	 Mädchen, Märchen, Rotkäppchen
　・-e（名詞を作る）
　	 groß → Größe  hoch → Höhe  kalt → Kälte
 nach（nah）→ Nähe stark → Stärke
　・-lein（指小詞，愛称詞）
　　 Frau → Fräulein  Rose → Röslein
　・指小詞　-eln
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 lachen → lächeln  tropfen → tröpfeln
　・動詞を派生させるとき（-en）
 genug → genügen  Hut → hüten  Kampf → kämpfen
 Knopf → knöpfen  Scham → schämen 　 Schatz → schätzen 
　 Strom → strömen　 Ton → tönen  tot → töten
 Traum → träumen　  Trost → trösten   Wahl → wählen
  Wunsch → wünschen
　・-er（行為者の接尾辞）
　　　 backen → Bäcker 　  rauben → Räuber  Rom → Römer
　 Schule → Schüler
　・-ig　Gunst → günstig　  Macht → mächtig　 Not → nötig
 Tat → tätig 　　　　 Zufall → zufällig , しかし Lust → lustig
　　 Schmutz → schmutzig
　・-lich 　　 froh → fröhlich Tag → täglich   Punkt → pünktlich
1.2.4.　語幹母音 -e- → -ö- の変化
　　17 世紀前半に生じた。Hölle ← 古ド hella,　Löffel ← leffel,　zwölf ← zwelf
1.2.5.　名詞から動詞を作る場合のウムラウト（Umlaut1.2.3 も参照）
Hut → hüten, Kampf → kämpfen, Scham → schämen, Schatz → schätzen, Storm → 
strömen, Ton → tönen, Wahl → wählen, Wunsch → wünschen
1.2.6.　Brücke はオーストリアでは無ウムラウト
　　Innsbruck（オーストリアの都市）, Saarbrücken, Osnabrück（共にドイツの都市）
1.3.　アクセント
1.3.1.　アクセントの位置が異なった語
　・Musik　17 世紀 < フ musique から。古ド mūsica < ラ mūsica, 17 世紀以前は，
アクセントはラテン語と同様に前にあった。
1.4.　綴字
1.4.1.　後になって付けられた -d, -t（音韻 1.1.7. も参照）
　・irgend < 中ド iergen , jemand < 中ド ieman（-d は共に中世後期についた）
　・jetzt の -t［初期新高ド iezuo, ieze = ie「常に」 + zuo（= zu）］
1.4.2.　eʒ
　　音韻 1.1.25. 参照
1.4.3.　-ng の n の脱落
　　音韻 1.1.22. 参照
1.4.4.　ß（daß）
　　語形 13.1.29. 参照
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1.4.5.　ラ v →ド f の例
　　ラ brevis（短い）→ ド Brief  ラ cavia（おり）→ ド Käfig
第 2 章　語の由来
2.1.　語源
2.1.1.　イタリア語から英独仏語へ借用された語
　・Soldat　16 世紀 < イ soldato,「金貨を支払われる者」が原義，フ soldat,　
エ soldier
2.1.2.　印欧語は共通だがラテン語（ロマンス語）だけ異なる語
　・Sohn,　エ son,　フ fils　 　 ・Tochter,　エ daughter,　フ fille
2.1.3.　印欧語同根の語
　・acht,　エ eight　	 	 	 ・achtzehn,　エ eighteen
　・achtzig,　エ eighty　	 	 	 ・an,　エ on
　・Auge,　エ eye フ œil, Optik も同源 ・Auster,　エ oyster,　フ huitre
　・Bad,　エ bath, baden,　エ bathe  ・bellen,　エ bellow
　・bergen,　エ bury   ・besitzen,　エ posess,　フ posséder
　・Bibel,　エフ Bible   ・Biber,　エ beaver
　・Bibliothek,　フ bibliothèque
　・Blatt, Blume, Blüte, blühen,　エ blade, エ bloom, フ fleur,　エ flower
　・Bock,　エ buck   ・Bruder,　エ brother
　・drehen,　エ throw   ・drei,　エ three,　フ trois
　・du,　エ thou,　フ tu   ・Esche,　エ ash
　・Fuß,　エ foot,　フ pied（［手］は異なる　ド Hand,　フ main）
　・gehen,　エ go    ・Gans,　エ goose
　・Hagel,　エ hail   ・Hasel,　エ hazel
　・Haupt,　エ head
　・hin, her, hier, heute,　エ here,　エ he, フ ici
　・Hund, 古ド hunt, 古エ hund（ゲルマン諸語は「犬」の一般名称に hund の系統
を用いるが，英語のみは dog を用い，古エ hund の現代語形 hound は「猟犬」
の意味に限定された）
　・ich,　エ I,　フ je
　・Knie,　エ knee,　フ genou（印欧諸語に共通の身体部分名）
　・Kuh,　エ cow（「牛」の語は種々の印欧語に共通しているが，「馬」の語はゲ
ルマン語の内部でも異なっている）
　・Mutter,　エ mother,　フ mère
　・Nacht,　エ night,　フ nuit（［昼］は語派によって異なる）
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　・nackt,　エ naked,　フ nu  ・Name,　エ name,　フ nom
　・Nase,　エ nose,　フ nez　
　・neu,　エ new,　フ nouveau（反意語の alt は語派によって異なっている）
　・neun,　エ nine,　フ neuf
　・Ohr,　エ ear,　フ oreille（印欧諸語共通の身体用語）
　・Paar,　エ pair,　フ paire  ・reich,　エ rich,　フ riche
　・rot,　エ red,　フ rouge（印欧祖語にさかのぼれる 6 つの色彩名の 1 つ）
　・säen,　エ sow
　・Salz,　エ salt,　フ sel（ゲルマン諸語は -t の拡張形，「砂糖」を表わす単語に
は印欧語根が無い）
　・Schnee,　エ snow,　フ neige（s- のない形）（［雨］は語派によって異なる）
　・sechs,　エ six,　フ six   ・sehen,　エ see
　・sich,　フ se（英語は早くに失われた） ・sieben, エ seven,　フ sept
　・sitzen,　エ sit
　・st-（stehen）と ist（er ist）はともに広く印欧諸語に普及している単語，エフ
stable 等
　・Vater,　エ father,　フ père  ・Vieh,　エ fee
　・vier,　エ four    ・Weh,　エ woe
　・Wind,　エ wind,　フ vent
　・Witwe,　エ widow,　フ veuve,「分けられた者」が原義
　・Wolf,　エ wolf
2.1.4.　印欧諸語に広く共通している親族語彙
・Vater,　エ father,　フ père  ・Mutter,　エ mother,　フ mère
・Bruder,　エ brother,　フ frère  ・Schwester,　エ sister,　フ soeur
・Sohn,　エ son,　印欧諸語に広く見られるが，ラテン語から生じたロマンス諸
語は例外，フ fils
・Tochter,　エ daughter,　印欧諸語に広く見られるが，ロマンス諸語では別の語
を用いる，フ fille
2.1.5.　英語特有の語
・dye［語源不詳，独語は Farbe, 仏語は teinture（「塗る」から）を使う］
・ever
・income（13 世紀「入場」，17 世紀「収穫」，come in の名詞）
・lady（「パンをこねる者」が原義）
・lord（lady と対語）
・offset（16 世紀から，set off「相殺する」から）
・outfit（fit out「整備する」から）  ・outlet（let out「通す」から）
・outline（英 John Evelyn（1620~1706）による造語）
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・outlook（look out「見晴らす」から） ・output（19 世紀から）
・outside    ・outstanding（stand out「目立つ」から）
・overlook（look over から）  ・pull
・woman
2.1.6.　英独仏語でそれぞれ異源な同意語
・ド Kartoffel（1755 年より）← Tartüffel の異化（Dissimilation）
　エ potato　西インド諸島のインディアン語からスペイン語 patata を経ている。
　フ pomme de terre（大地のりんご）,　ドイツ南部では同じ表現 Erdapfel も用
いる。
・ド sehr < 古ド sēro「痛ましい」
　エ very < ラ vērus「真実の」
　フ très < ラ trans「越えて」
2.1.7.　英独仏語で同形の語
・ド Album,　エフ album,　ラテン語 album（ド Weißes の意）より
・ド Alphabet,　エフ alphabet ・ド Ballet,　エフ ballet
・ド Baron,　エフ baron ・ド Bonus,　エフ bonus
・ド Bronze,　エフ bronze ・ド Budge,　エフ budge
・ド Bulletin,　エフ bulletin ・ド Bus,　エフ bus
・ド Chance,　エフ chance,　ラテン語より，独語形 Schanze もある。
・ド Chaos,　エフ chaos ・ド Chauffeur,　エフ chauffeur
・ド Cockpit,　エフ cockpit ・ド Cocktail,　エフ cocktail
・ド Dimension,　エフ dimension ・ド Fan,　エフ fan
・ド Firmament,　エフ firmament ・ド Fjord,　エフ fjord
・ド Front,　エフ front ・ド Gangster,　エフ gangster
・ド Garage,　エフ garage ・ド Golf,　エフ golf
・ド Gourmet,　エフ gourmet ・ド Hobby,　エフ hobby
・ド Hockey,　エフ hockey ・ド Illusion,　エフ illusion
・ド Index,　エフ index ・ド Information,　エフ information
・ド Initiative,　エフ initiative ・ド Instrument,　エフ instrument
・ドエフ international ・ド Interview,　エフ interview
・ド Iris,　エフ iris,　ギリシャ語より
・ド Journal,　エフ journal ・ドエフ loyal
・ド Lunch,　エフ lunch ・ド Mannequin,　エフ mannequin
・ド Margarine,　エフ margarine ・ド Massage,　エフ massage
・ド Maximum,　エフ maximum ・ド Mayonaise,　エフ mayonaise
・ド Message,　エフ message ・ド Mine,　エフ mine,　Mineral も同源
・ド Minimum,　エフ minimum ・ド Minute,　エフ minute
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・ド Mode,　エフ mode ・ド Moment,　エフ moment
・ド Monument,　エフ monument
・ド Nation,　エフ nation,　ド Natur も同源
・ド Nickel,　エフ nickel,　スェーデン語より
・ド Nylon,　エフ nylon ・ド Orange,　エフ orange
・ド Orient,　エフ orient ・ド Original,　エフ original
・ド Page,　エフ page ・ド Pantomime,　エフ pantomime
・ド Parade,　エフ parade ・ド Parasol,　エフ parasol
・ド Patient,　エフ patient, ラテン語より
・ド Patron,　エフ patron,　ラテン語より
・ド Pension,　エフ pension ・ド Pest,　エフ pest
・ドエフ plus
・ド Pollen,　エフ pollen,　ラテン語より
・ド Position,　エフ position ・ド Prestige,　エフ prestige
・ド Profit,　エフ profit ・ド Propaganda,　エフ propaganda
・ドエ Protestant,　フ protestant ・ド Radio,　エフ radio
・ド Religion,　エフ religion ・ド Requiem,　エフ requiem
・ド Restaurant,　エフ restaurant,　19 世紀フランス語より
・ド Rose,　エフ rose, ラテン語 rosa からヨーロッパ諸語に入った。
・ド Sabotage,　エフ sabotage ・ド Solo,　エフ solo
・ド Standard,　エフ standard
・ド Station,　エフ station,　ド stehen も同源
・ド Symposium,　エフ symposium
・ド Talent,　エフ talent ・ド Taxi,　エフ taxi
・ド Tennis,　エフ tennis ・ド Tradition,　エフ tradition
・ド Tunnel,　エフ tunnel ・ド Vase,　エフ vase
・ドエフ vital ・ド Zone,　エフ zone
2.1.8.　オランダ語→英語→ドイツ語
・Jacht ← Jachtschiff（Jageschiff）← エ yacht（16 世紀）← オ jacht, ド Yacht は
エ yacht の影響
2.1.9.　オランダ語→フランス語→ドイツ語
　　Paket　16 世紀 < フ paquet（-et は指小辞）< 中オ pac「束」
2.1.10.　過去分詞の -t に由来する語
　　過去分詞 6.2.2. 参照
2.1.11.　擬音語
・flüstern　18 世紀低地ドイツ語より
・Glocke　古ド glocca, 古アイルランド語 clocc より英国を経てドイツに入った。
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・kaum　古ド kūmo < 古ド kūma「嘆き」,　古ド kūmen「嘆く」,　原義：嘆かわ
しいほどに
・klagen < Klage    ・Klang, klingen
・klopfen    ・knacken
・Kuss < küssen    ・lachen
・pfeifen    ・plaudern　中ド plūdern
・plötzlich　15 世紀 < 擬音語 Plotz「バン！」
・rufen　擬声語起源か
・seufzen　息を吸い込むときの擬音語
・Treppe
2.1.12.　共通の西欧文明語
　・Platz < 古フ place［c = ts］,　エフ place,　スペ plaza,　イ piazza
・Schule < ラ schola,　エ school,　フ école,　ラテン語からヨーロッパ諸語に入っ
た。
2.1.13.　ギリシア語起源の学問名
　・Philosophie,　Physik,　Philologie,　Theologie,　Grammatik
2.1.14.　近代科学用語でありながら英独仏語で異なる語
　　ガソリン
　　ド Benzin,　エ gasoline,　フ essence
2.1.15.　形容詞に由来する動植物
　　Linde ← lind「しなやかな」（「しなやかな樹」が原義）
2.1.16.　ゲルマン語からフランス語へ借用された語
・ゲルマン語（ド Hass,　エ hate）→ フ haïr（憎む）,　フ haine（憎しみ）
・フ frais はフランク語（ド frisch）からの借用語
・ゲルマン語（ド reich,　エ rich）→ フ riche
・ゲルマン語（ド sparen,　エ spare）→ フ épargner（古フ espargner）に借用さ
れた
・ゲルマン語（ド Busch,　エ bush）→ フ bois（森）→ フ bouquet（花束）→ エ
bouquet
2.1.17.　ゲルマン語・ケルト語に特有の語
　・Land　古ド lant,　古エ，エ land,　アイルランド語 land
　　エ lawn「芝生」とフ lande「広野」はケルト語から
2.1.18.　ゲルマン語とスラブ語に共通な語
　・Biene,　エ bee   ・lieben,　エ love, Liebe
2.1.19.　ゲルマン･スラブ･バルトの 3 言語圏に共通な語 
　・Silber,　エ silver, 小アジアからの借用語か
2.1.20.　ゲルマン語特有の語
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・Aal,　エ eel ・Affe,　エ ape 
・all,　古ド al,　エ all,　古エ all ・alt,　エ old,　エ elder 
・ander,　エ other ・antworten, Antwort,　エ answer
・Apfel,　古ド apful,　エ apple ・Asche,　エ ash
・aus,　エ out ・außer,　エ outer
・Ball（ボール）,　エ ball（フ balle はゲルマン語起源）
・Bank,　エ bench ・Bär,　エ bear
・Beere,　エ berry ・bei,　エ by
・Bein,　エ bone ・Bett, Beet < Bett,　エ bed
・Biene,　エ bee ・bitten,　エ bid,　エ bead（じゅず玉）
・bleiben,　エ leave ・Block, 　block
・Blut,　エ blood ・Bohne,　エ bean
・Braue,　エ brow ・Braut,　エ bride
・Bräutigam,　エ bridegroom ・breit,　エ broad
・brennen, Brand,　エ burn ・bringen,　エ bring
・Brücke,　エ bridge ・Brust,　エ breast
・Dank, danken,　エ thank ・Daumen,　エ thumb
・denken, 　エ think ・dicht,　エ tight
・dick,　エ thick ・Dieb,　エ thief
・Ding,　エ thing ・doch,　エ though
・Donner,　エ thunder
・Dorf,　エ thorp（現在は地名にのみ残る Scunthorpe 等）
・Dorn,　エ thorn ・Draht,　エ thread
・Drang,　エ throng ・dreschen,　エ thresh
・dritt,　エ third ・dümm,　エ thin
・durch,　エ through ・durchaus,　エ throughout
・Durst,　エ thirst ・Ebbe, ebben,　エ ebb
・eben,　エ even ・Efeu,　エ ivy
・Eiche,　エ oak ・Eid,　エ oath
・eigen,　エ own ・ein,　エ a,　エ one
・einig,　エ any ・Eis,　エ ice
・Eisen,　エ iron ・elf,　エ eleven
・Ellbogen,　エ elbow ・Ende,　エ end
・Erde,　エ earth ・Eule,　エ owl
・Faden,　エ fathom
・fallen,　エ fall,　古エ feallan,　古ド fallan
・fällen,　エ fell ・falten,　エ fold
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・fasten,　エ fast ・Feind,　エ fiend
・Fell,　エ fell ・fest,　エ fast
・Filz,　エ felt ・finden,　エ find
・Finger,　エ finger ・Fleisch,　エ flesh
・fliegen,　エ fly
・fliehen（fliegen と語源は別）,　エ flee,　エ flight
・Flotte,　エ fleet ・Flug,　エ flight
・Flur,　エ floor ・folgen,　エ follow
・fressen,　エ fret ・Freund,　エ friend
・Freundschaft,　エ friendship ・füllen,　エ fill
・Furcht,　エ fright ・Futter,　エ fodder
・Garn,　エ yarn ・Gast,　エ guest
・geben,　エ give（ゲルマン語に共通の基本単語）
・Geiß,　エ goat ・gelten,　エ yield
・gemein,　エ mean
・Gift（原義は「贈物」，Mitgift  f.「持参金」に残る，今日は n. で「毒」）,　エ
gift
・Glas,　エ glass ・glauben,　エ believe
・gleißen,　エ glitter ・Glied,　エ limb
・Glück,　エ luck ・glühen,　エ glow
・Gold,　エ gold ・Gott,　God
・Gras,　エ grass ・grau,　エ gray
・greifen, Griff,　エ grip ・greinen,　エ groan
・groß,　great　西ゲルマン語に特有の語ド groß は，英語の big, large, great, tall
の 4 語に当たる
・Grund,　エ ground,　古ド grunt,　古エ grund
・grün,　エ green
・grüßen,　西ゲルマン語特有の語　古エ grētan（エ greet）
・gucken,　15 世紀西ゲルマン語より　小児語起源か
・Gürtel,　エ girdle ・gürten,　エ gird
・gut,　エ good ・Haar,　エ hair
・haben,　ゲルマン語共通　エ have
・habicht,　エ hawk ・Hafer,　エ oat
・Haken,　エ hook ・halb,　エ half
・halten,　エ hold,　エ halt
・Hand,　エ hand　［フ main　身体語であるが，語派により異なる］
・handeln,　エ handle ・Hanf,　エ hemp
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・hängen,　エ hang ・Harfe,　エ harp
・hart,　エ hard ・Hase,　エ hare
・hassen, Hass, häßlich,　エ hate ・Hast,　エ haste
・Haus,　エ house ・heben,　エ heave
・Heide,　エ heath
・Heide（異教徒「ヒースの原野に住むもの」が原義）,　エ heathen
・heilen,　エ heal ・heilig,　エ holy
・Heim,　エ home ・heischen,　エ ask
・heiser,　エ hoarse ・heiß, 名詞形 Hitze,　エ hot
・heißen,　古エ hātan［近代英語では過去分詞 hight（～と言われている）に残る］
・-heit,　エ -hood ・helfen, Hilfe,　エ help
・Henne, Hahn,　エ hen ・Herberge,　エ harbour
・Herde, Hirt,　エ herd ・Herz,　エ heart
・Heu,　エ hay ・Himmel,　エ heaven
・Hitze, heizen,　エ heat ・hoch,　エ high
・Hof,　古エ hof ・Höhe,　エ height
・hohl,　エ hollow,　エ hole ・Hölle,　エ hell
・Honig,　エ honey ・hören,　エ hear
・Horn,　エ horn ・Hort,　エ hoard
・Hose（ズボン）,　エ hose（ストッキング，ホース） 
・Huf,　エ hoof ・Hüfte,　エ hip
・Hülle,　エ hull ・Hunger,　エ hunger
・hüpfen,　エ hop ・Hürde,　エ hurdle
・Hütte,　エ hut ・in（前置詞）,　古ド in,　エ in
・ja,　エ yes, yea ・Jahr,　エ year
・Karpfen,　エ carp ・Kalb,　エ calf
・kennen,　エ ken ・Kitz,　エ kid
・Klippe,　エ cliff ・kneten,　エ knead
・Knoten,　エ knot ・Kohle,　エ coal
・König,　エ king ・können, kühn,　エ can
・Kraft,　エ craft ・Kuchen,　エ cake
・Kuh,　古エ cū（エ cow）［Kuh はゲルマン語のほか種々の印欧語に共通して
いるが，Pferd はゲルマン語の内部でも異なっている］
・kühn,　エ keen ・Kuss, küssen,　エ kiss
・lachen,　エ laugh ・laden,　エ lade
・Lager,　エ lair ・lahm,　エ lame
・Laib,　エ loaf ・Lamm,　エ lamb
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・lang,　エ long ・langen,　エ long
・lass,　エ late ・lassen,　エ let
・laufen,　エ leap「跳ぶ」 ・Laus,　エ louse
・leben,　エ live ・Leber,　エ liver
・Leder,　エ leather ・legen,　エ lay
・Leib,　エ life ・Leim,　エ lime
・leisten,　エ last ・leiten,　エ lead
・Leiter,　エ leader ・Linde,　エ linden（語源 2.1.15. 参照）
・Locke,　エ lock ・Lunge,　エ lung
・Lust,　エ lust ・Magd,　エ maid(en)
・Mahl, Mal,　エ meal ・Mähne,　エ mane
・Mähre,　エ mare ・Mal,　エ mole
・Malz,　エ malt ・manch,　エ many
・Mann, man,　エ man ・Mark,　エ marrow
・Marsch,　エ marsh ・Mehl,　エ meal
・Met,　エ mead ・missen,　エ miss
・Monat,　エ month ・Mond,　エ moon
・Mord,　エ murder ・Mörder,　エ murderer
・Morgen,　エ morning ・mummeln,　エ mumble
・Mund,　エ mouth ・müssen,　エ must
・Mut,　エ mood ・Nabel,　エ navel
・Nachtigall,　エ nightingale ・Nachtmahr,　エ nightmare
・Nacken,　エ neck ・nackt,　エ naked
・Nadel,　エ needle ・nagen,　エ gnaw
・Nessel,　エ nettle ・Netz,　エ net
・niesen,　エ sneeze ・Norden, Nord,　エ north
・Not,　エ need ・Ochse,　エ ox
・oft,　エ often（oft の拡大形） ・offen, öffnen,　エ open
・pflegen,　エ play ・Pflug,　エ plow,　エ plough
・quaken,　エ quack ・Ramm,　エ ram
・Regen,　エ rain ・Reise, reisen,　エ rise
・Rippe,　エ rib ・Roggen,　エ rye
・roh,　エ raw ・Ross,　エ horse
・Rost,　エ rust, rostig,　エ rusty ・rücken,　エ rock
・Rücken,　エ ridge ・Rute,　エ rod
・Saat,　エ seed ・Säge,　エ saw
・Sand,　エ sand,　フ sable はラテン語から
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・Sattel,　エ sadle ・sauer,　エ sour
・saufen,　エ sup ・saugen,　エ suck
・Saum,　エ seam ・schaben,　エ shave
・Schaft,　エ shaft ・Schale,　エ shell
・Schar,　エ share ・scharf,　エ sharp
・Schauer,　エ shower ・Schaufel,　エ shovel
・Scheide,　エ sheath ・scheiden,　エ shed
・scheinen,　エ shine 
・Schere, scheren, Schar「群れ＜軍の分隊」,　エ shear
・scheu,　エ shy ・Schicht,　エ shift
・schieben,　エ shove ・schießen,　エ shoot
・Schiff,　ship ・Schild,　エ shield
・Schlaf, schlaff, schlafen,　エ sleep
・schlagen, Schlacht, Schlegel, Geschlecht「一族」（原義 : 同じ方向をとるもの）,
エ slay
・schlecht（別形 schlicht）,　エ slight
・schlimm,　エ slim ・Schlinge, schlingen,　エ sling
・Schlitten,　エ sled ・schlummern,　エ slumber
・schmeißen,　エ smite ・Schmied,　エ smith
・schmieren,　エ smear ・schmuggeln,　エ smuggle
・Schoß（f.「スカート」）,　エ sheet
・Schuh,　エ shoe［ゲルマン語に共通だが，ロマンス語はみな異なっている（フ
chaussure）］
・Schürze,　エ shirt ・schütten, schüttern,　エ shudder
・schwalbe,　エ swallow ・Schwan,　エ swan
・Schwarm,　エ swarm ・schwarz,　swarthy
・Schweiß,　エ sweat ・schwelgen,　エ swallow
・schwellen,　エ swell ・Schwert,　エ sword
・schwimmen,　エ swim ・See,　エ sea
・Segel,　エ sail ・Sehne,　エ sinew
・sehr,　エ sore,　エ sorry ・Seite,　エ side
・selb,　エ self ・selten,　エ seldom
・senden,　エ send ・setzen,　エ set
・siech,　エ sick ・sieden,　エ seethe
・singen,　エ sing,　エ song ・sinken,　エ sink
・sollen,　エ shall ・Sommer,　エ summer
・Sorge,　エ sorrow ・sparen,　エ spare
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・Sperling,　エ sparrow ・spinnen,　エ spin
・Sporn,　エ spur ・springen,　エ spring
・Stab,　エ staff,　Buchstabe にも入っている
・Stall,　エ stall ・stammeln,　エ stammer
・stampfen,　エ stamp ・stecken,　エ stick
・stehlen,　エ steal ・steuern,　エ steer
・Stier,　エ steer ・stinken,　エ stink
・Storch,　エ stork ・Strand,　エ strand
・streben,　エ strive ・Strich,　エ streak
・Stroh,　エ straw （原義「撒き散らされたもの」）,　streuen,　エ strew
・Stunde,　古エ stund ・Stube,　エ stove
・Stumpf,　エ stump ・Sturm,　エ strom
・Süden,　エ south
・Tag,　エ day（Nacht は印欧諸語に共通している）
・Taube,　エ dove ・tausend,　エ thousand
・Tat, tun,　エ deed ・Tod, tot,　エ death
・tragen,　エ draw（ゲルマン語共通の強変化動詞）,　エ drag
・treiben,　エ drive ・treten,　エ tread
・treu,　エ true ・trinken,　エ drink
・Trost,　エ trust ・Urteil,　エ ordeal
・vergeben,　エ forgive ・vergessen,　エ forget
・Volk,　エ folk ・voll,　エ full
・Wachs,　エ wax ・Waffe,　エ weapon
・Wagen,　エ waggon,　エ wagon ・wägen, wiegen,　エ weigh
・Wal,　エ whale ・Walnuss,　エ walnut
・walten,　エ wield ・Warte,　エ ward
・weder,　エ whether
・Weib,　エ wife（原義「女」→「人の女」→「妻」に意味変化）
・weich,　エ weak, weichen ・Weizen,　エ wheat
・Welt,　エ world ・werfen,　エ warp
・Werft,　エ wharf ・wert,　エ worth, Würde
・Westen,　エ west ・Wette,　エ wed
・willkommen,　エ welcome, 「喜び迎えられる人」が原義
・Winter,　エ winter ・Wirbel,　エ whirl
・wispeln,　エ whisper ・Woche,　エ week
・wohl,　エ well ・wringen,　エ ring
・Wunder,　エ wonder, wundern ・Wunsch, wünschen,　エ wish
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・würgen,　エ worry ・Zahl,　エ tale（物語）
・zählen,　エ tell（「数を言う」→「告げる，話す」）
・zahm,　エ tame ・Zapfen,　エ tap
・Zaum,　エ team ・Zaun,　エ town
・Zehe,　エ toe ・Zeitung,　エ tidings
・Zelt,　エ tilt
・Ziel, zielen,　エ till（「～まで」，本来は名詞）
・Zimmer,　エ timber（材木） ・Zinn,　エ tin
・Zopf,　エ top ・Zwerg,　エ dwarf
・zwitschern,　エ twitter
2.1.21.　ゲルマン語の中で英語だけ異なる語
・ Hund（古ド hunt, 古エ hund）,　エ dog,　古エ hund の音法則的な発達形 hound
は「猟犬」の意味に限定された。
・ schreiben
他のゲルマン語はラテン語からの借用であるが，英語だけは本来語 write（= 
reißen）をずっと保ち続けている。ゲルマン人は Brief, Tinte 同様，書く技術
もローマ人から学んだ。　　　　
2.1.22.　ゲルマン語の中でも異なる語
　・Pferd,　エ horse, Ross「軍馬」  ・ド spielen,　エ play
2.1.23.　現在分詞が起源の名詞 -nd
　・Feind, Freund    　・Heiland「救い主」「救世主」
　・Wind「風の吹く」（wehen）の現在分詞より
2.1.24.　古アイルランド語→英語→ドイツ語
　・Glocke（古ド glocca）［古アイルランド語 clocc より英国を経てドイツに入った］
2.1.25.　語源的に根拠の無い d, t（添音）
　　音韻 1.1.7. 参照
2.1.26.　語源不詳
・jagen　古ド jagōn
・kehren（向ける）　古ド keran（起源不詳）
・kehren（掃く）　古ド kerian（起源不詳）
・Kerze
・klug　12 世紀ライン川下流地方から広がった
・Kraut
・Krieg　中ド kriec「苦痛，努力」,　古ド chrēg「頑固」
・Leder ・leise
・London ・Mangel, mangeln
・meinen ・melden
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・Rasen ・retten
・Schwert ・sehnen
・Spiel, spielen ・sprechen（擬音語起源か）
・strafen ・tadeln
・Tatian（人名） ・Tuch
・von ・Wunder
・zart ・Zauber
・zwingen
2.1.27.　古フランス語起源の語
　・Dutzend,　古フ dozeine（フ douzaine）より
　・fehlen,　古フ faillir（投槍が外れる）より，falsch と同源
　・fein,　古フ fin より
　・Platz,　古フ place より
2.1.28.　混種語（Hybride）
　・Büroarbeit（フ + ド）
　・because（エ + フ）
　・beautiful（フ + エ）
　・persönlich（ラ + ド）,　エ personal は（ラ + ラ）
　・politisch（ギ + ド）
　・テーマソング（ド＋エ）
　・エネルギー革命（ド＋日）
2.1.29.　産地名から来た名詞
　・Bronze「青銅」 < イタリアの Brindisi
　・Kupfer < 俗ラ cuprum「キュプロス（Kypros）の金属」
2.1.30.　自然発声に由来する語
・weh　古ド wē,　エ woe　印欧語に広く見られる感嘆詞で，自然の発声から生
じた。
2.1.31.　Dublette（姉妹語）
　　同じ祖語に由来するが，経路（時代，方言）により異なる形をとるもの。
・ド indirekt とド unmittelbar（in- と un- は以前は同じだった）
・ド drucken（印刷する）と drücken（圧する）［同語で，drucken は上部ドイツ語形，
印刷術は 15 世紀中頃南ドイツ（上部ドイツ語域）から始まった］
2.1.32.　小児語
　・Kuchen　小児語が語源か，　kochen とは無関係
2.1.33.　所有形容詞 sein の由来
　　フ son, sa, ses, 印欧祖語の再帰代名詞の拡張形であった。
2.1.34.　身体語でありながら言語によって異なる語
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　　「顔」　Gesicht,　フ visage,　エ face
2.1.35.　身体語について
　・印欧語共通の語　　・Fuß,　エ foot,　フ pied
　　　　　　　　　　　・Herz,　エ heart,　フ cœur
　　　　　　　　　　　・Knie,　エ knee,　フ genou
　　　　　　　　　　　・Ohr,　エ ear,　フ oreille
　・ゲルマン語特有の語　 ・Hand,　エ hand ［フ main］
2.1.36.　スイスのドイツ語（Schweizerdeutsch）に由来する語
・staunen　18 世紀　スイスのドイツ語（Schweizerdeutsch）の stūnen「呆然と
してみる」，原義は「硬直する」，stauen「せき止める」，stehen 等と同根
2.1.37.　西欧語に広く見られるが英語では早く消えた語
・sich,　フ se, ゲルマン語･ロマンス語･スラヴ語に広く見られるが，英語では
早くから姿を消した。ド sich,　フ se は与格･対格同形
2.1.38.　前置詞に由来する副詞
　　副詞 7.1.4. 参照
2.1.39.　中低ドイツ語に由来する語
　・schlank < 中低ド slinken「縮む」の Ablaut した形容詞
　・Zeitung < 中低ド tīdinge（知らせ）
2.1.40.　地形が地名になる例
　　固有名詞 4.7.6. 参照
2.1.41.　地中海文明の語
　　Rose, Lilie, Wein, Öl, Veilchen,　印欧語以前の地中海言語より
2.1.42.　低地ドイツ語起源の語
・dauern「 続く」,　中低ド dūren より
・echt,　中低ド ehacht「法的な」
・entlang, 18 世紀 低ド en(t)lanc（= in + lang）より，エ along
・flüstern, 低地ドイツ語より 18 世紀に入る
・Hälfte, 15 世紀低地ドイツ語 helfte < half より，エ half
・Hannover < Hohen-Ufer（1193 年）
・Lippe < 中低ド lippe
・schlau, 16 世紀 < 低ド slu,　エ sly は別源
・sofort, 16 世紀 < 低ド sō + vōrt「前方に」
・Strand < 中低ド strand
・Suppe, 14 世紀に低ドより，エ soup はフ soupe < フランク語（低ドイツ語）より。
・tadeln, 15 世紀 < 低ド
・Treppe, 低地ドイツ語より（高地ドイツ語の形は Trepfe［apple-Apfel と同関係］）
・Wappen, 低地ドイツより［本来同じ単語の Waffe は p → f の変化が起こって
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いる（エ open → ド offen）］
2.1.43.　Ostmitteldeutsch（東中部ドイツ語）に由来する語
　・Topf　16 世紀 Ostmitteldeutsch より，Luther によって広まる。tief と同根。
2.1.44.　同形でありながら別系な語
　・braten と Braten
braten,　古ド brātan,　中ド brāten
Braten,　古ド brato（= schieres Fleisch）,　中ド brāte（この語に n が付いて
Braten になった）
　・Kurs　「進路」16 世紀 < オ koers < フ cours
「講習」16 世紀 < ラ cursus（スタートからゴールまで）走ること
「相場」17 世紀 < イ corso
　・Mal　n.　-(e)s, -e　古ド māl「時点」（Mahlzeit の Mahl と同じ）
n.　-(e)s, -̈er（-e）　古ド meil「しみ，しるし」（Denkmal の Mal）
2.1.45.　同源の語
・Abend,　エ even ・Abenteuer,　エ adventure,　フ aventure
・Abt,　エ abbot ・Adjektiv,　エ adjectiv,　フ adjectif
・Admiral,　エ admiral,　フ amiral ・Adverb,　エ adverb,　フ adverbe
・Adresse,　エ address,　フ adresse ・Advokat,　エ advocate,　フ avocat
・Affäre,　エ affair,　フ affaire ・Afrika,　エ Africa,　フ Afrique
・Ähre,　エ ear ・Akzent,　エフ accent
・Album,　エフ album ・Alkohol,　エ alcohol,　フ alcoal
・Allergie,　エ allergy,　フ allergie ・Almanach,　エ almanc,　フ almanach
・Almosen,　エ alms,　フ aumône 
・Alphabet,　エフ alphabet 
・Altar,　エ altar,　フ autel（古フ auter の変形，早い時期に接尾辞 -el に置きかわっ
た）
・Amerika,　エ America,　フ Amérique
・Analyse,　エ analysis,　フ analyse 
・Anatomie,　エ anatomy,　フ anatomie
・Anekdote,　エフ anecdote
・Anker,　エ anchor,　フ ancre,　エ angle,　エ ankle
・Anthologie,　エ anthology,　フ anthologie
・Apostel,　エ apostle,　フ apôtre ・Appetit,　エ appetite,　フ appétit
・Aprikose,　エ apricot,　フ abricot ・April,　エ April,　フ avril
・Aquator,　エ equator,　フ equateur ・Arbeit, arm, Erbe
・Arche,　エ ark,　フ arche ・Architekt,　エ architect,　フ architecte
・Arena,　エ arena,　フ arene
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・Arithmetik,　エ arithmetic,　フ arithmétique
・Arm, Artikel,　エフ art（つなぐもの）,　Art
・Armee,　エ army,　フ armée ・Arterie,　エ artery,　フ artère
・Artikel,　エフ article ・Asien,　エ Asia,　フ Asie
・Astronom,　エ astronomer,　フ astronome
・Asyl,　エ asylum,　フ asile ・Äther,　エ ether,　フ éther
・Athlet,　エ athlete,　フ athelète
・Atmosphäre,　エ atmosphere,　フ atmosphère
・Atom,　エ atom,　フ atome ・Attacke,　エ attack,　フ attaque
・auch , wachsen ・Audienz,　エフ audience
・auf, offen, ob, über, oben,　エ up ・aufrecht,　エ upright
・aufwärts,　エ upward ・August,　エ August,　フ août
・aus, ur- ・Autor,　エ author,　フ auteur
・Autorität,　エ authority,　フ autorité
・Axt,　エ ax,　フ hache ・Azur,　エ azure,　フ azur
・Baby,　エ baby,　フ bébé ・backen,　エ bake
・Bäcker,　エ baker ・Bai,　エ bay,　フ baïe
・Bakterie,　エ bacteria,　フ bactérie
・Balken,　エ balk, Balkan,　エ balcony
・Ball（舞踏会）,　エ ball,　フ bal ・Ballade,　エ ballad,　フ ballade
・Ballet,　エフ ballet ・Ballon,　エ balloon,　フ ballon
・Balsam,　エ balm,　フ baume ・Bambus,　エ bamboo,　フ bambou
・Banane,　エ banana,　フ banane
・Band（f.）, Bande,　エ band,　フ bande
・Bank,　エ bank,　フ banque ・Bankett,　エフ banquet
・Bankrott,　エ bankrupt,　フ banqueroute
・bar,　エ bare ・Barbar,　エ barbarian,　フ barbare
・Barrikade,　エフ barricade ・Barock,　エフ baroque
・Barometer,　エ barometer,　フ baromètre
・Baron,　エフ baron ・Basar,　エフ bazar
・Baseball,　エ baseball,　フ base-ball
・Basis,　エ basis,　フ base ・Batterie,　エ battery,　フ batterie
・Becken, Bassin,　エ basin,　フ bassin
・beißen , bisschen , bitter,　エ bite ・bersten,　エ burst
・besser, Buße, büßen ・beten, bitten
・bequem , bekömmlich < bekommen, kommen,　エ become
・betteln , bitten, beten, Gebet
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・Beutel, Beule, Bauch, Bausch ・bewegen , Wagen, Weg, Waage 
・Bibel ,　エフ Bible ・biegen, beugen, Bogen, Bügel, Bucht
・bieten, Bote, Gebiet, Gebot, gebieten
・Bier,　エ beer,　フ bière ・Bilanz,　エフ balance
・Bild, billig ・Billard,　エ billards,　フ billard
・binden, Band, Bund, Bündel,　エ bind,　エ bond,　エ band
・Biographie,　エ biography,　フ biographie
・Biologie,　エ biology,　フ biologie
・Birke,　エ birch ・Birne,　エ pear,　フ poire
・Bischof,　エ bishop,　フ évêque ・Biskuit,　エフ biscuit
・Bissen,　エ bit
・Blatt, Blume, Blüte, blühen,　エ blade,　エ bloom
・blau , Blei , bleich , Blech,　エ blue
・bleiben, Leber, Leib, leben ・Blitz, blicken, blitzen
・blind, blenden, blond,　エ blind ・bloß, blöde
・bohren,　エ bore ・Bonn（地名）,　bauen,　エ be
・Böhmen（地名，古ド Beheim）,　heim
・Bollwerk,　エ bulwark,　フ boulevard［（大通り）独語から借入］
・Bombe,　エ bomb,　フ bombe ・Bonus,　エフ bonus
・Boot, beißen,　エ boat,　フ bateau,　独語は英語からの借用
・braten, brühen, brüten, Brühe, Brei
・braun, Bär, Biber,　エ brown,　エ bear,　エ beaver
・brechen, Brocken（パンくず）,　エ break, Bruch
・Brecht（人名）, Birke（白樺）, Albert（非常に輝かしい人）, Berta（輝かしい女）, 
Berthold（輝かしい支配者）, Herbert（軍隊で輝ける人）, エ bright, エ birch
・Brei, brauen, Brot, Brühe,　エ brew ・Brett, Bord
・Brief,　エ brief ・Bronze,　エフ bronze
・Brosche,　エ brooch,　フ broche ・Brot, brauen, brühen,　エ bread
・Brücke, Prügel,　エ bridge（昔は沼地等の丸太道であった）,　フ pont はド Pfad
と同根
・Brunnen, brauen, Born ・Buch, Buche,　エ book
・Bude,　エ booth ・Budget,　エフ budget
・Büffel,　エ baffalo,　フ buffle ・Büfett,　エフ buffet
・Bukett,　エフ bouquet ・Bulle,　エ bull
・Bulletin,　エフ bulletin ・Bungalow,　エフ bungalow
・bunt, Punkt ・Burg, Berg,　エ borough
・Büro,　エフ bureau ・Bus,　エフ bus
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・Busch,　エ bush ・Butter,　エ butter
・Chance,　エフ chance ・Chaos,　エフ chaos
・Charakter,　エ character,　フ caractère
・Charme,　エ charm,　フ charme ・Chauffeur,　エフ chauffeur
・Chef,　エ chief,　フ chef ・ドエ China,　フ Chine
・Chirurg,　エ surgeon,　フ chirurgien
・Cholera,　エ cholera,　フ choléra ・Chor,　エ choir,　フ chœur
・Chronik,　エ chronicle,　フ chronique
・Cockpit,　エフ cockpit ・Cocktail,　エフ cocktail
・College,　エ college,　フ collège ・da, der,　エ there, dar-
・Dach, decken, Decke ・Dach,　エ thatch
・Dahlie,　エフ dahlia
・Dame（16 世紀　フ dame から）,　エ madam（フ madame［エ my lady の意］より）
・Damm,　エ dam ・Dampf, dumpf, dunkel, Duft, Dunst
・Dank,　エ thank, danken, denken ・dann, der, die, das
・das,　エ that ・Defekt,　エ defect,　フ défaut
・dehnen, dünn, Tendenz, Tempo ・Dekan,　エ dean,　フ doyen
・Demokratie,　エ democracy,　フ démocratie
・denn,　エ than, dann,　エ then ・Depot,　エ depot,　フ dépôt
・Depression,　エ depression,　フ dépression
・Despot,　エ despot,　フ desopte ・deutlich, deuten, Deutsch
・Diamant,　エ diamond,　フ diamant
・dicht, gedeihen ・Dienstag, Ding（エ thing）
・Dilemma,　エ dilemma,　フ dilemme
・Dimension,　エフ dimension ・Diplom,　エ diploma,　フ diplôme
・Diplomat,　エ diplomat,　フ diplomate
・direkt, recht, gerecht, Gericht ・Disziplin,　エフ discipline
・Doktor,　エ doctor,　フ docteur ・Doktrin,　エフ doctrine
・Dokument,　エフ document ・Domäne,　エ domain,　フ domaine
・dösen,　エ doze ・Drama,　エ drama,　フ drame
・drehen,　エ throw ・Drossel,　エ throttle
・drücken, drehen, drohen ・dumm, taub,　エ dump
・dunkel,　エ dark ・Dutzend,　エ dozen
・Dynastie,　エ dynasty,　フ dynastie
・eben,　エ even ・eben, neben（古ド ineben < in ebani）
・Ecke, Ähre,　エ edge ・echt, Ehe
・ehe, erst,　エ ere ・Ei,　エ egg
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・Ekstase,　エ ecstasy,　フ extase ・Elefant,　エ elephant,　フ eléphant
・Eleganz, elegant,　エ elegance,　エ elegant,　フ élégance,　フ élégant
・Elegie,　エ elegy,　フ élégie ・Element,　エ element,　フ elément
・elend（原義は「別の国へ」）,　Land
・Email,　エ enamel,　フ émail ・Emblem,　エ emblem,　フ emblème
・Emotion,　エ emotion,　フ émotion
・Ende,　エ end ・Energie,　エ energy,　フ énergie
・eng , Angst,　エ anger,　エ anguish
・Enkel, Ahn 
・Enthusiasmus,　エ enthusiasm,　フ enthusiasme
・Epigramm,　エ epigram,　フ épigramme
・Epik,　エ epic,　フ épique ・Epilog,　エ epilog,　フ épilogue
・Episode,　エ episode,　フ épisode
・Erde,　エ earth ・ereignen（目の前に現れる）,　Auge
・erfüllen, voll
・erkennen（中ドの法律用語は「判決する」）の名詞形 Erkenntnis（「判決」中性
名詞，「認識」女性名詞）に古い意味が残る
・erlauben, Urlaub, Glaube, lieb, Lob, glauben
・ernst,　エ earnest ・Erz,　エ ore
・erzählen, Zahl ・erzeugen, ziehen
・Esel,　エ ass,　フ âne ・Eskorte,　エ escort,　フ escorte
・Essay,　エ essay,　フ essai ・essen, fressen, Obst, Zahn,　エ eat
・Essenz,　エフ essence ・Etikette,　エ etiquette,　フ étiquette
・Etymologie,　エ etymology,　フ étymologie
・etwa, wo
・euch,　エ you（古くは 2 人称複数の目的格であった）
・Europa,　エフ Europe ・ewig, je
・Examen, exakt ・Exkursion,　エフ excursion
・Fabel,　エフ fable ・Fach, fähig, fangen, fügen
・fahren, führen, Fahrt,　エ fare ・Faktor,　エ factor,　フ facteur
・falsch, fehlen
・Familie,　エ family,　フ famille,　独語はラテン語からの借用
・Fan,　エフ fan
・Fantasie, Phantasie,　エ fantasy,　フ fantasie
・Fasan,　エ pheasant,　フ faisan ・Fass, fassen, Fessel,　エ vat
・fast, fasten（断食する，道徳心が「堅固」であるが原義）,　fest,　エ breakfast
・Fau,　エフ fau ・faul,　エ foul
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・Faust,　エ fist ・fechten,　エ fight
・Feder,　エ feather ・Fee,　エ fairy
・Fehde,　エ feud ・Feile,　エ file
・fein,　エ fine,　フ fin ・Feld,　エ field,　Fulda（地名）
・Fenster,　フ fenêtre ・fern,　エ far
・Ferien, Feier, Fest ・fertig, Fahrt
・Fest,　エ feast,　フ fête ・Feuer,　エ fire
・Fieber,　エ fever,　フ fiévre ・Finanz,　エフ finance
・Firmament,　エフ firmament ・Fjord,　エフ fjord
・Fisch,　エ fish ・Flachs,　エ flax
・Flamme,　エ flame ・Flanke,　エ flank
・Flasche（古ド flaska まわりを編んだ容器）,　flechten
・fliegen, fließen, Flug, Floß, Fluss,　エ fleet,　エ flight,　エ fly
・Floh,　エ flea ・Flöte,　エ flute
・Flügel, fliegen ・Flut,　エ flood
・Form,　エ form,　フ fome ・forschen, fragen, Frage
・Forst,　エ forest,　フ forêt
・fort, früh,Frau, Fürst, fahren, fordern,vor, vorder,　エ forth,　エ first 
・Fossil,　エ fossil,　フ fossile ・frei, Freund, Friede,　エ free,　エ friend
・Freitag,　エ Friday ・fremd,　エ from
・frieren,　エ freeze ・frisch,　エ fresh,　フ frais
・froh, Freude, freuen ・Front,　エフ front
・Frosch,　エ frog ・Frost,　エ frost
・Frucht,　エフ fruit ・fühlen,　エ feel
・ドエ fundamental,　フ fondamental ・fünf,　エ five
・Funktion,　エ function,　フ fonction
・für, vor,　エ for,　エ fore「副，形」
・Furche,　エ furrow ・Fußball,　エフ football
・gähnen,　エ yawn ・Galerie,　エ gallery,　フ galerie
・Gallert,　エ jelly, フ gelée ・Galopp,　エ gallop,　フ galop
・Galle,　エ gall,　gelb ・Gangster,　エフ gangster
・Garage,　エフ garage ・Garantie,　エ guarantee,　フ garantie
・Garten, gürten,　エ garden,　エ yard,　フ jardin はゲルマン語からの借用
・Gas,　エ gas,　フ gaz ・Gaze,　エ guaze,　フ gaze
・gebären, Bahre, entbehren, Geburt,　エ bear
・Gefahr, Fahr,　エ fear, fahren ・gegen, Gegend, begegnen
・gelb, Geld, Gilde, gültig,　エ yellow
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・Gelenk,　エ link ・gelingen, leicht, Lunge,　エ light
・gellen,　エ yell
・Gemüse, Mus,　エ meat（もとは食物の意）,　ド Messer（食物を切るもの）
・Genaral,　エ general,　フ général ・Genie,　エ genius,　フ génie
・genießen, nutzen, nützlich, Genosse
・genug, vergnügen,　エ enough
・Geograf, Geograph,　エ geographer,　フ géographe
・Geometrie,　エ geometry,　フ géometrie
・gerade, rasch,　エ rash,　エ rather ・gern(e), Gier, begehren,　エ yearn
・geschehen, schicken ・gesund, geschwind
・Gewicht, wägen,　エ weigh,　エ weight 
・gewinnen, Wonne, wohnen, Wunsch, gewöhnen,　エ win
・Gilde,　エ guild,　フ guilde ・Gips,　エ gypsum,　フ gypse
・Giraffe,　エ giraffe,　フ girafe ・Gitarre,　エ guitar,　フ guitare
・Glas, Glanz, gelb, glatt ・gleich,　エ like
・Glocke,　エ clock,　フ cloche ・Glossar,　エ glossary,　フ glossaire
・Golf,　エフ golf ・Gondel,　エ gondola,　フ gondole
・Gourmet,　エフ gourmet ・Grab, Grube, graben,　エ grave
・Grad,　エフ grade ・Grammatik,　エ grammar,　フ grammaire
・Granit,　エフ granite ・Gras, grün,　エ grow, 　エ grass
・grausam, grauen, Greuel ・Grazie,　エ grace,　フ grâce
・greifen, Grippe（「流行性感冒」はフランス語より）,　エ grip
・Grill,　エ grill,　フ gril ・grimm,　エ grim
・Gruppe,　エ group,　フ groupe ・gut, Gatte, Gattin,　エ gather
・haben, Hafen, heben, habicht（オオタカ）,　-haft
・Halle, hehlen（隠す）,　エ hall ・Hammer,　エ hammer
・Handikap,　エフ handicap ・Harm,　エ harm
・Harmonie,　エ harmony,　フ harmonie
・hauen, Hieb, Heu,　エ hew, Haue,　エ hoe
・Haus, Haut ・Haut,　エ hide
・heben, haben, Heft（柄）,　haschen,　エ haft
・Heft（ノート）,　heften, Haft, haften, heftig
・heil,　エ whole ・-heit,　エ -hood
・Held, halten ・Helikopter,　エ helicopter,　フ hélicoptère
・hell, Schall, Schelle（鈴）,　Hall（Widerhall）
・Henne, Hahn,　エ hen ・Herbst,　エ harvest
・Herr, hehr,　エ hoar, herrschen
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・Hieroglyphe, エ hieroglyph,　フ hieroglyphe
・hin, her, heute, hier,　エ here,　エ he
・hinten, hindern,　エ hind,　エ hinder, hinter
・Hirsch,　エ hart ・Hobby,　エフ hobby
・hoch, Hügel,　エ high,　エ hill ・Hockey,　エフ hockey
・holen→holla「おい，こら（命令形）」,　エ haul
・Hölle, hehlen,　エ hell ・Holz, Holland（オランダ「の州」）
・hören, gehorchen, gehören,　エ hear
・Horizont,　エフ horizon ・Hospital,　エ hospital,　フ hôpital
・Hotel,　エ hotel,　フ hôtel ・human,　エ human(e),　フ humain
・hundert,　エ hundred
・Hut（帽子）,　Hut（監督，保護）,　エ hat,　エ hood
・Hybride,　エ hybrid,　フ hybride ・Hymne,　エ hymn,　フ hymne
・Hypothese,　エ hypothesis,　フ hypothése
・Hysterie,　エ hysteria,　フ hystérie
・Idealismus,　エ idealism,　フ idéalisme
・Identität,　エ identity,　フ identité ・Idiom,　エ idiom,　フ idiome
・Idylle,　エ idyll,　フ idylle ・Illusion,　エフ illusion
・Index,　エフ index（仏語は「人差し指」の意も）
・Information,　エフ information ・Ingenieur,　エ engineer,　フ ingénieur
・Ingwer,　エ ginger ・Initiative,　エフ initiative
・Insekt,　エ insect,　フ insecte ・Insel,　エ isle,　フ île
・Instinkt,　エフ instinct ・Instrument,　エフ instrument
・Interesse,　エ interest,　フ intérêt ・ドエフ international
・Interview,　エフ interview ・Iris,　エフ iris
・Ironie,　エ irony,　フ ironie ・irren, irre,　エ err,　フ errer
・Italien,　エ Italy,　フ Italie ・Jacht, jagen,　エ yacht
・Jahr, Januar, Uhr, eilen,　エ year ・Japan,　エ Japan,　フ Japon
・je, immer, irgend, nie, jeder, ewig ・jeder,　エ either
・jener,　エ yonder ・Joch,　エ yoke
・Journal,　エフ journal ・Jude,　エ Jew,　フ juif
・jung,　エ young,　フ jeune ・Jugend,　エ youth,　フ jeunesse
・Jurist,　エ jurist,　フ juriste ・Kabel,　エ cable,　フ câble
・Kabinett,　エフ cabinet ・Kaffee,　フ café,　エ coffee
・Käfig,　エ cage ・Kalender,　エ calendar,　フ calendrier
・Kalorie,　エフ calorie ・kalt, kühl,　エ cold, cool
・Kamel,　エ camel,　フ chameau ・Kamera, Kamerad,　エ comrade
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・Kamm,　エ comb
・Kampf,　エ camp,　エ campus, Champagner（シャンパン）
・Kanal,　エフ canal,　エ channel,　エ channel は仏語から，他はラテン語から
・Känguru,　エ kangaroo,　フ kangourou
・Kanne,　エ can ・Kanon,　エフ canon
・Kanone,　エ cannon,　フ canon ・Kanu,　エ canoe,　フ canoë
・Kanzler,　エ chancellor,　フ chancelier
・Kapelle,　エ chapel,　フ chapelle ・Kapital,　エフ capital
・Kapitän,　エ captain,　フ capitaine ・Kapitel,　エ chapter,　フ chaptre
・Kapsel,　エフ capsule ・Karamel,　エフ caramel
・Karawane,　エ caravan,　フ caravane
・Kardinal,　エフ cardinal ・Karl（人名）,　Kerl,　エフ Charles
・Karneval,　エ carnival,　フ carnaval
・Karotte,　エ carrot,　フ carotte
・Karte, Karton（ボール紙）,　エ card,　エ chart,　フ carte,　日本語のカルタ（ポ
ルトガル語から）
・Karton,　エフ carton ・Käse,　エ cheese
・Kaskade,　エフ cascade
・Kasse, Kapsel, Kassette,　エ cash,　エ case（箱），　フ caisse
・Kastanie,　エ chestnut,　フ châtaigne,　独仏語はラ castanea から，後半部を英
語は語源俗解により -nut に変えた。同源の楽器 castanet は形が栗に似ている
ことから。
・Katalog,　エ catalog,　フ catalogue
・Katastrophe,　エフ catastrophe ・Kategorie,　エ category,　フ catégorie
・Kathedrale,　エ cathedral,　フ cathédrale
・Katholik,　エ Catholic,　フ catholique
・Katze,　エ cat,　フ chat ・Kaufmann,　エ chapman（行商人）
・Kavallerie,　エ cavalry,　フ cavalerie
・keck,　エ qhick ・Keller, Zelle,　エ cellar
・kennen, können, Kunst, kühn,　エ ken（理解）
・Kessel,　エ kettle ・Kette,　エ chain,　フ châine,　いずれも
ラテン語から
・kiesen,　エ choose ・Kind, König,　エ kin
・Kinn,　エ chin ・Kiosk,　エ kiosk,　フ kiosque
・Kirche,　エ church
・Kirsche,　エ cherry,　フ cerise,　英語は仏語から，古い仏語 cherise の s が複
数形ととり違えられたため，英語は cherry となった。独仏語はラテン語から。
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・Kissen,　エ cushion,　フ coussin ・Kiste,　エ chest
・klar, klären,　エ clear,　フ clair ・Klasse,　エ class,　フ classe
・Klaue,　エ claw ・Klee,　エ clover
・Klei,　エ clay ・Kleid, Klei（粘土）,　エ cloth
・klein,　エ clean, Kleinod ・klettern, Klette（ごぼう）,　kleben
・Klient,　エフ client
・Klima（n. pl. -s, -te）,　エ climate,　フ climat
・Klinik,　エ clinic,　フ clinique
・Kloster, Klausur「（何も見ずに書く）筆記試験」,　Klause（庵）,　エ cloister,　フ
cloître
・Knochen, knacken
・Knospe（中部ドイツ語から）,　Knopf（上部ドイツ語）,　エ knob
・kochen, Koch,　エ cook
・Koffer（14 世紀フ coffre から）,　エ coffer,　フ coffre
・Kohle,　エ coal（英語も独語も古くは木炭で，後に「石炭」となる）,　人名
の Köhler,　エ Collier は共に「炭焼き」の意
・Kollege,　エ colleague,　フ collègue
・Köln, Kolonie, Kultur,　エフ Cologne
・Kolonie,　エ colony,　フ colonie
・komisch, Komödie,　エ comedy,　フ comédie
・kommen, bequem, künftig,　エ come
・Kommunismus,　エ communism,　フ communisme
・Kommission,　エフ commission ・Kompass,　エ compass,　フ compas
・Kompliment,　エフ compliment
・Kompromiss,　エ compromise,　フ compromis
・Kongress,　エ congress,　フ congrès
・König,　エ king
・Konsequenz,　エ consequence,　フ conséquence
・Konsulat,　エ consulate,　フ consulat
・Kontakt,　エフ contact ・Kontinent,　エフ continent
・Kontrast,　エ contrast,　フ contraste
・Konversation,　エフ conversation ・Konzert,　エフ concert
・Kopie,　エ copy,　フ copie ・Koralle,　エ coral,　フ corail
・Korb, Krippe「かいばおけ」 ・Kork,　エ cork
・Korn, Kern,　古エ･エ corn ・Körper,　フ corps,　エ corpse「死体」
・Korridor,　エフ corridor ・Korsett,　エフ corset
・Kosmos,　エフ cosmos
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・kosten, konstatieren（確認する）,　エ cost, Kosten,　フ coûter,　フ coût
・Kostüm,　エフ costume ・Kotelett,　エ cutlet,　フ côtelette
・Kran, Kranich,　エ crane ・Krater,　エ crater,　フ cratère
・kratzen,　エ grate ・Krebs, Krabbe,　エ crab
・Kreuz,　フ croix,　エ cross ・Kristall,　エ crystal,　フ cristal
・Krokodil,　エフ crocodile ・Krone,　エ crown,　フ couronne
・Krume,　エ crumb ・Krücke,　エ crutch
・Krüppel,　エ cripple ・Küche,　エ kitchen,　フ cuisine
・Kuckuck,　エ cuckoo,　フ coucou
・Kultur,　エフ culture ・Kupfer,　エ copper
・Kur, kurios（奇妙な）,　Maniküre（マニキュア）,　エ cure
・kurz, Schere,　エ curt,　エ short,　フ court
・Küste,　エ coast,　フ côte ・Kutsche,　エ coach,　フ coche
・Laboratorium,　エ laboratory,　フ laboratoire
・Labyrinth,　エ labyrinth,　フ labyrinthe
・laden,　エ lade, Last,　エ load ・Lampe, Laterne,　エ lamp,　フ lampe
・landen,　エ land, Land,　フ lande「荒野」
・lang,　古エ lang,　エフ long ・Lanze,　エフ lance
・lassen,　エ let,　エ late ・Laterne,　エ lantern,　フ lanterne
・lauern,　エ lower,　エ lurk ・laut,　エ loud
・Laute,　エ lute,　フ luth ・Lavendel,　エ lavender,　フ lavande
・legen,　エ law,　エ lay ・Legende,　エ legend,　フ légende
・leicht,　エ light,　フ léger ・leid,　エ loath
・leiden（leid とは無関係）,　leiten ・leihen, Lehen,　エ loan,　エ lend
・Lektion, Lektüre（読物，講読）,　フ lecture（読本）,　エ lecture（講義）
・Leopard,　エ leopard,　フ léopard
・Lepra,　エ leprosy,　フ lèpre ・lernen, lehren, leisten, List,　エ lore「知識」
・letzt,　エ last, lässig, laß ・ドエ liberal,　フ libéral
・-lich,　エ -ly, Leiche「死体」
・Licht, leuchten, Laune,　フ lumière,　エ light
・liegen,　エ lie, legen, Lage, Lager, Gelegenheit,　フ lit（ベッド）
・Liga,　エ league,　フ ligue ・Likör,　エ liquor,　フ liqueur
・Lilie,　エ lily,　フ lis ・Linie,　エ line, Leine,　フ ligne
・Lippe, Lappen,　エ lip, Schlaf, schlaff
・Literatur,　エ literature,　フ littérature
・loben, lieben, glauben,　エ believe,　エ love
・Loch, Luke（天窓）,　Lücke,　エ lock
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・Logik,　エ logic,　フ logique ・Lokomotive,　エフ locomotive
・los, verlieren, Analyse, lösen,　エ loose
・löschen, liegen ・Lot,　エ lead
・Lotion,　エフ lotion
・Löwe,　エフ lion,　すべてラテン語より借入
・ドエフ loyal ・lügen, leugnen, locken,　エ lie
・Lunch,　エフ lunch ・Lunge, leicht
・Lyra,　エフ lyre ・Lyrik,　エ lyric,　フ lyrique
・machen,　エ make,　エ mason（石工）,　フ maçon（石工）
・Macht（machen とは無関係）,　エ might, mögen, mächtig,　エ mighty, Maschine,
エ may
・Magazin,　エフ magazine ・mager,　エ meagre（meager）
・Magie,　エ magic,　フ magie ・Magier,　エ magician,　フ magicien
・Mai,　エ May,　フ mai ・Mais,　エ maize,　フ mais
・Majestät,　エ majesty,　フ majesté
・Mal, messen, Mond, Monat,　エ month,　エ moon,　エ meal（食事）
・malen, Mal（しみ，しるし，Denkmal の Mal）,　エ mole
・Mammut,　エ mammoth,　フ mammouth
・Mandel,　エ almond,　フ amande［古フ alemande, alcohol や algebra の al（ア
ラビア語の定冠詞）の連想でつけられた］
・Mandoline,　エフ mandoline ・Manie,　エ mania,　フ manie
・Manier,　エ manner,　フ manière
・Mannequin,　エフ mannequin ・Mantel,　エ mantle,　フ manteau
・Manuskript,　エ manuscript,　フ manuscrit
・Margarine,　エフ margarine ・Maria,　エ Mary,　フ Marie
・Mark, Marke, merken,　エ mark,　フ marque
・Markt,　エ market,　フ marché
・Marmor,　フ marbre,　エ marble,　ラ marmor から独語はそのままであるが，
仏語は 2 つの m のうち後の m が異化で b に，英語は更に 2 つの r のうち後
の r が異化により l になり，異化を 2 回起こしている（音韻 1.1.2. 参照）
・Marsch, marschieren,　エ march,　フ marcher,　フ marche
・Märtyrer,　エフ martyr ・Marschall,　エ marshal,　フ maréchal
・März,　エ March,　フ mars ・Maschine,　エフ machine
・Maske,　エ mask,　フ masque
・Maskerade,　エ masquerade,　フ mascarade
・Maß, messen, Mode, Mahl, mäßig, müssen, Meter, Mond,　エ mete,　エ measure
・Massage,　エフ massage ・Massaker,　エフ massacre
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・Masse,　エ mass,　フ masse ・Material,　エ material,　フ matériel
・Materie,　エ matter,　フ matière 
・Mathematik,　エ mathematics,　フ mathématiques
・Matratze,　エ mattress,　フ matelas
・Matte,　エ mat ・Maus, Muskel,　エ mouse,　エ muscle
・Maxime,　エ maxim,　フ maxime
・Maximum,　エフ maximum ・Mayonaise,　エフ mayonaise
・Medium,　エ medium,　フ médium
・Medizin,　エ medicine,　フ médecine
・Meer,　フ mer,　エ mere（mermaid「人魚」）,　Windermere（イングランド最大
の湖）
・Megaphon,　エ megaphone,　フ mégaphone
・Mehl, mahlen,　エ meal（meal「食事」とは別語）
・mehr,　エ more ・meiden, missen
・Meile,　エ mile,　フ mille ・mein,　エ my,　エ mine,　フ mon
・Meister,　エ master,　フ maître 
・Melancholie,　エ melancholy,　フ mélancolie
・Melodie,　エ melody,　フ mélodie
・Melone,　エフ melon ・Mensch, Mann,　ドエ man
・merken,　エ mark, Marke ・Message, エフ message
・Messe,　エ mass,　フ messe
・Metall, Medaille,　フ médaille,　エ medal,　エ metal
・Metapher,　エ metaphor,　フ métaphore
・Meteor,　エ meteor,　フ meteore ・Methode,　エ method,　フ méthode
・Mikrophon,　エフ microphone ・Mikroskop,　エフ microscope
・Milch, melken,　エ milk ・mild,　エ mild
・Militär,　エ military,　フ militaire
・Mine,　エフ mine ・Miniatur,　エフ miniature
・Minimum,　エフ minimum ・Minister,　エ minister,　フ ministre
・Ministerium,　エ ministry,　フ ministère
・Minute, minus,　エフ minute ・mir,　エフ me
・mischen,　エ mix ・miß- ,　エ mis- , meiden
・Missionär,　エ missionary,　フ missionaire
・Mittag,　エ midday ・Mittel, Mitte, mittel,　エ middle
・Möbel,　エ movable,　フ meuble
・Mode［mo:də］,　フ mode［mɔd］,　エ mode［moud］
・Modell,　エ model,　フ modèle ・ドエ modern,　フ mederne
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・mögen, Macht,　エ may,　エ might,　エ main
・Molekül,　エ molecule,　フ molécule
・Moment,　エフ moment ・Monarchie,　エ monarchy,　フ monarchie
・Mönch,　フ moine,　エ monk ・Monitor,　エ monitor,　フ moniteur
・Monument,　エフ monument ・Moos,　エ moss
・Moral,　エ moral,　フ morale ・Most,　エ must
・müde, mühen, Mühe, Mut,　エ mood
・Mühle, mahlen, Müller,　エ mill,　フ moulin
・Mumie,　エ mummy,　フ momie ・München, Mönch
・Münze,　エ mint ・murmeln,　エ murmur
・Museum, Musik,　エ museum,　フ musée,　エ music,　フ musique
・Muskel,　エ muscle ・mystisch,　エ mystic,　フ mystique
・Mythe,　エ myth,　フ mythe
・nach, nahe,　エ near（本来は nigh の比較級）
・nächst,　エ next
・Nadel,　エ needle, nähen, Naht, Netz,　エ net, Schnur,　エ snare
・Nagel,　エ nail  ・Nahrung, nähren, genesen
・naiv,　エ naive,　フ naïf ・Name,　エ name, nennen,　フ nom
・nämlich,　エ namely ・Narbe,　エ narrow
・naß, netzen ・Nation, Natur,　エフ nation,　エフ nature
・nautisch,　フ nautique,　エ nautical
・Neffe,　エ nephew, Nepote, Nichte,　フ neveu,　エ niece,　フ nièce
・Neger,　エ negro,　フ nègre
・neigen, nicken ・nein,　エ no,　フ non
・Nerv,　エ nerve,　フ nerf ・Nest, sitzen, Ast,　エ nest
・nett, netto「正味で」（副詞，イタリア語より）,　フ net,　エ neat,　エ net
・neu, nun,　エ new ・neun,　エ nine
・ドエ neutral,　フ neutre ・Nibelung の基幹部 Nebel
・nicht, Wicht,　エ not,　エ naught,　エ nought
・Nichte,　エ niece,　フ nièce ・Nickel,　エフ nickel
・nieder,　エ nether ・Niederlande,　エ netherlands
・-nis,　エ -ness ・Nomade,　エ nomad,　フ nomade
・Nonne,　エ nun ・ドエフ normal
・Norwegen,　エ Norway,　「北への道」の意，独語は複数 3 格より
・Nostalgie,　エ nostalgia,　フ nostalgie,　1688 年 Johannes Hofer が Heimweh の
ラテン語訳から作った造語
・Notiz,　エフ notice ・Novelle,　エ novel,　フ nouvelle
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・Nuance,　エフ nuance ・Nudel,　エ noodle
・Nummer,　エ number ・nun,　エ now
・Nuß,　エ nut,　フ noix ・Nylon,　エフ nylon
・Oase,　エフ oasis ・ob,　エ if
・ob（前置詞）, oben, Ober, Obst, offen, über, auf,　エ up
・Objekt,　エ object,　フ objet
・Ofen,　エ oven ・Offizier,　エ officer,　フ officier
・Ökonomie,　エ economy,　フ économie
・Öl,　エ oil,　フ huile ・Omelett,　エ omelet,　フ omelette
・Onkel,　エ uncle,　フ oncle,　独英語は仏語から借用
・Oper, Operation, operieren,　エ opera,　フ opéra
・Optimist,　エ optimist,　フ optimiste
・Orakel,　エフ oracle ・Orange,　エフ orange
・Orchester,　エ orchestra,　フ orchestre
・Orgel, Organ,　エ organ ・ドエ orthodox,　フ orthodoxe
・Orient,　エフ orient ・Original,　エフ original
・Osten, Ost,　エ east, Ostern,　エ Easter
・Österreich,　エ Austria, Osten,　フ Aufriche
・ドエ oval,　フ ovale
・Ozon,　エフ ozone,　1840 年ドイツの化学者 C. F. Schönbein による造語
・Pädagoge,　エ pedagogue,　フ pédagogue
・Pädagogie,　エ pedagogy,　フ pédagogie
・Page,　エフ page
・Paket（16 世紀，フ paquet より）,　エ packet
・Palast,　エ palace,　フ palais ・Palm,　エ palm,　フ palme
・Paneel,　エ panel,　フ panneau ・Panik,　エ panic,　フ panique
・Panther,　エ panther,　フ panthère
・Pantomime,　エフ pantomime ・Papier,　エ paper,　フ papier
・Pappel,　エ poplar,　フ peuplier ・Parade,　エフ parade
・Paradies,　エ paradise,　フ paradis
・Paragraph,　エ paragraph,　フ paragraphe
・Parasol,　エフ parasol ・Parfüm, エ perfume,　フ parfum
・Parlament,　エ parliament,　フ parlement
・Partei,　エ party,　フ partie ・Partner,　エ partner,　フ partenaire
・Passagier,　エ passenger,　フ passager
・Patient,　エフ patient ・Patriot,　エ patriot,　フ patriote
・Patron,　エフ patron ・Pedal,　エ pedal,　フ pédale
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・Pein,　エ pain,　フ peine ・Pelz, Fell, Pelle（皮）,　エ pilch
・Pendel,　エ pendulum,　フ pendule
・Pension,　エフ pension ・perfekt,　エ perfect,　フ parfait
・Periode,　エ period,　フ période ・Perle,　エ pearl,　フ perle
・Perspektive,　エフ perspective ・Pest,　エフ pest
・Pfad,　エ path ・Pfahl,　エ pole
・Pfanne,　エ pan ・Pfeffer,　エ pepper
・Pfeife,　エ･フ pipe ・Pfirsich,　エ peach,　フ pêche
・Pflaume,　エ plum,　エ prune（干しプラム，プルーン）,　フ prune
・Pflanze,　エ plant,　フ plante ・Pflaster,　エ plaster
・pflücken,　エ pluck ・Pfote,　エ paw,　フ patte
・Pfühl,　エ pillow ・Pfund,　エ pound
・Pfütze,　エ pit
・Phänomen,　エ phenomenon,　フ phénomène
・Phantom,　エ phantom,　フ phantôme
・Philologie,　エ philology,　フ philologie
・Philosoph,　エ philosopher,　フ philosophe
・Philosophie,　エ philosophy,　フ philosophie
・Phonologie,　エ phonology,　フ phonologie
・Photographie,　エ photograph,　フ photographie
・Physik,　エ physics（複数形であるが単数扱い）,　フ physique
・picken,　エ pick,　フ piquer
・Pille,　エ pill,　フ pilule（16 世紀に英語へ）
・Pilot,　エ pilot,　フ pilote
・Pinne,　エ pin ・Pionier,　エ pioneer,　フ pionnier
・Pisole,　エ pistol,　フ pistole（チェコ語 → 独語 → 仏語 → 英語と借用された）
・Plakat,　エフ placard ・Planet,　エ planet,　フ planete
・Plattform（17 世紀）,　エ platform,　フ platte-forme,　英独語は仏語から借用
・Platz,　エフ place ・Plural,　エ plural,　フ pluriel
・ドエフ plus ・Poet,　エ poet,　フ poète
・Pökel,　エ pickle,　フ pickles（英語から複数形で）
・Politik,　エ politic（15 世紀より，仏語から）,　（「政治学，政治問題」の意は
16 世紀以降），フ politique
・Polizei,　エ police（16 世紀仏語から，「警察」の意は 18 世紀以降）,　フ
police
・Pollen「花粉」，エフ pollen ・populär,　エ popular,　フ populaire
・Porzellan,　エ porcelain,　フ porcelaine
ドイツ語の姿（１）

・Position,　エフ position ・Post,　エ post,　フ poste
・potentiell,　ドエ potential,　フ potentiel
・Pracht, brechen, prächtig ・praktisch,　エ pratical,　フ pratique
・Prämie,　エ premium,　フ prime
・Präposition,　エ preposition,　フ préposition
・Präsident,　エ president,　フ président
・predigen,　エ preach,　フ prêtre
・Preis,　フ prix,　エ price ・preisen,　エ praise
・Prestige,　エフ prestige ・Priester,　エ priest,　フ prêtre
・Prinz,　エフ prince ・Prinzip,　エ principle,　フ principe
・privat,　エ private,　フ privé ・Privileg,　エ privilege,　フ privilège
・Problem,　エ problem,　フ problème
・Produkt,　エ product,　フ produit
・Produktion,　エフ production ・Professor,　エ professor,　フ professeur
・Profil,　エ profile,　フ profil ・Profit,　エフ　profit
・Programm,　エ program(me),　フ programme
・Projekt,　エ project,　フ projet ・Proletariat,　エ proletariat,　フ prolétariat
・Pronomen,　エ pronoun,　フ pronom
・Propaganda,　エフ propaganda ・Prophet,　エ prophet,　フ prophète
・Prosa,　エフ prose
・Protein,　エ protein,　フ protéine,　英仏語共にドイツ語から
・ドエ Protestant,　フ protestant
・Prozent,　エ percent（per cent）,　フ pour cent
・Prozess,　エ process,　フ procès
・prüfen, probieren, Prüfung, Probe, proben,　エ proof,　エ probe,　エ prove,　フ
prouver
・Psalm,　エ psalm,　フ psaume ・Pudding,　エフ pudding
・Puls,　エ pulse,　フ pouls ・Punkt,　エフ point
・Punsch,　エフ punch
・Pupille,　エ pupil,　フ pupille, いづれも「子供」の語が入っている。　自分の
姿が相手の瞳に小さく写ることから
・Puppe,　フ poupée,　エ puppet ・Purpur,　エ purple,　フ pourpre
・Pyjama,　エ pyjamas, pajamas　フ pyjama
・Pyramide,　エ pyramid,　フ pyramide
・quälen,　エ quell, Qual ・Qualität,　エ quality,　フ qualité
・Quantität,　エ quantity,　フ quantité
・Quarantäne,　エ quarantine,　フ quarantaine
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・quer < 中ド twerch（Zwerchfell「横隔膜」に残る）
・Qnittung,　エ quit, quitt「借金が済んで」
・Rad, Rolle, rasch, rund ・radikal,　エフ radical
・Radio,　エフ radio ・Rakete,　エ rocket,　フ roquette
・Rand, Rahmen
・Rang < フ rang,　エ rank < ゲルマン語の「輪」に当たる語
・rasch,　エ rash, Rad ・Rasse,　エフ race
・Rast,　エ rest,　ruhen < Ruhe
・raten（原義「配慮する」から「忠告する」）,　エ read（「言い当てる」が原
義）,　Rede, Rätsel
・Rätsel,　エ riddle,　エ read ・Ratte,　エフ rat
・rauben,　エ reave（古語）,　エ rob,　Räuber,　エ robber
・Rauch, riechen, rauchen,　エ reek
・Raum, geraumig（広い）,　geraum（時間が長い）,　エ room
・Reaktion,　エ reaction,　フ réaction
・Rechen,　エ rake
・rechnen, recht, Rechenschaft, Rechnung, recken, geruhen, richten,　 エ right,　 エ
rule,　エ rail,　エ reckon
・Recht < 形 recht,　Reich, richten, regieren
・Regel,　エ rule,　フ règle ・Regiment,　エ regiment,　フ régiment
・reiben,　エ rub ・reichen,　エ reach, Bereich, recken
・reif,　エ ripe,　エ reap ・Reifen, Reif,　エ rope
・Reihe,　エ row ・Reim,　エ rhyme,　フ rime
・Reis,　フ riz,　エ rice ・reißen, ritzen, Riß, reizen,　エ write
・reiten,　エ ride,　エ road（馬の通る）道
・Rekrut,　エ recruit,　フ recrue,　独英語共に仏語より
・Religion,　エフ religion ・Reliquie,　エ relic,　フ relique
・Renaissance,　エフ renaissance ・renken,　エ wrench
・rennen,　エ run, rinnen
・reparieren, ド Parade,　エ repair ・Republik,　エ republic,　フ république
・Requiem,　エフ requiem ・Rest,　エ rest,　フ reste
・Restaurant,　エフ restaurant ・Resümee,　エフ résumé
・Revers,　エ reverse,　フ revers ・Revolution,　エ revolution,　フ révolution
・Rezept,　エ receipt,　フ recette ・Rezeption,　エ reception,　フ réception
・Rhein, rinnen ・Ried,　エ reed
・Ring,　エ ring ・Ritus,　エフ rite
・roh,　エ raw ・Rolle,　エ roll,　フ rôle
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・Rose,　エフ rose ・Rosine,　エフ raisin
・rösten,　エ roast,　フ rôtir ・rot,　エ red, ド Rost, Rubin
・Rubin,　エ ruby,　フ rybis ・rücken,　エ rock
・Rücken, Ring,　エ ridge ・rudern, Ruder,　エ rudder, Riemen「オール」
・Rum,　エ rum,　フ rhum, 独仏語ともに英語からの借用
・rund,　エ rround,　フ rond
・Saal, Geselle（Saal を供にする者）,　Salon（-on は増大辞［Augmentativ］）
・Sabotage,　エ sabotage（20 世紀から，フ sabotage より，独語も仏語より）,　
フ sabot（木靴を打ち鳴らすこと）から 
・Sache, suchen,　エ sake,　エ seek
・Sack,　エ sack,　フ sac ・Saft,　エ sap
・sagen,　エ say
・-sam, sammeln, zusammen, samt,　エ -some（handsome, lonesome）,　エ same
・Samen,　エ seed, ド Saat（-d, -t は拡張形）,　säen, Semen
・Samstag,　フ samedi ・Sandwich,　エフ sandwich
・sanft,　エ soft, 低地ドイツ語形 sacht
・Saphir,　エ sapphire,　フ saphir ・Satellit,　エフ satellite
・satt,　エ sad 「飽きた → 疲れた → 悲しい」と意味変化
・Schaden,　エ scathe（古） ・Schaf,　エ sheep
・schaffen, schöpfen,　エ shape, –schaft
・Schal,　エ shawl,　フ châle ・Scham, Schande,　エ shame
・Schatten,　エ shade,　エ shadow,
・schauen, schön（見た目に心地よい）,　Schau,　エ show
・scheiden,　エ shed（涙を）流す ,　entscheiden, Unterschied, verschieden
・schelten, schellen, schallen, Schelle, Schall
・schenken, Schenke（居酒屋）,　schielen, Geschenk,　エ skink（注ぐ）
・Schicksal, Geschick, geschickt
・Schilling［小さい盾の意］,　エ shilling, Schild,　エ shield
・Schinken, Schenkel ・Schlange, schlingen, schlank
・schlau, schlüpfen,　エ sly は別源 ・schließen, Schloß, Schlüssel
・schmal,　エ small ・schmeicheln, Schminke, schminken
・schmelzen,　エ melt
・Schmerz,　エ smart「スマートな」「痛む」
・Schmetterling, Schmetten
・Schmutz, Moder「カビ」,　Modder「汚れ」,　エ smut
・schnarchen,　エ snore ・Schnee,　エ snow
・schneiden, schnitzen, Schnitt, Schnitzel「カツレツ」
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・schnell,　古エ snel ・Schokolade,　エ chocolate,　フ chocolat
・schön（schauen と同根で「見た目に心地よい」の意）,　エ sheen「光輝」
・Schrank, schränken（組む）,　schräg, Schranke
・Schrein,　エ shrine ・schreien,　エ scream
・schreiten, schräg, Schritt ・Schule,　エ school
・Schüssel,　エ scuttle［石炭入れ］
・schützen（「しめる」から「守る」に意味変化）,　エ shut
・schwach, schwingen, schwank
・schwanken, schwenken（←schwingen machen）, schwingen(i)(t)
・schwarz,　エ swarthy
・schweben, schweifen,　エ swoop（飛びかかる）
・Schwefel,　エ sulfur,　フ soufre ・Schwein, Sau（雌豚）,　エ swine,　エ sow
・Schwester,　エ sister
・schwierig（［治りにくい］から［難しい］，schwer とは別源）,　schwären［化
膿する］,　Schwäre［できもの］
・schwimmen, Sund「海峡」,　エ sound「海峡」,　エ swim
・schwitzen, Schweiß,　エ sweater「セーター」（汗をかかせるもの）,　エ sweat
・schwören,　エ swear, ド Schwur,　エ answer（「誓いに反する」が原義　antworten
は「言葉を返す」,　フ répondre は「誓いを返す」が原義）
・sechs,　エフ six
・See（男性，女性の区別は 17 － 18 世紀）,　エ sea, Seele,　エ soul
・Seide,　フ soie　（エ silk は別源）
・Seife,　エ soap,　フ savon, ポ sabão（→ 日本語「シャボン」）
・Seil, Saite（弦）,　Sehne（腱） ・seit,　エ since
・Sekretär,　エ secretary,　フ secrétaire
・selig,　エ silly「おめでたい」「ばかな」（「幸福な」→「愚かな」の意味変化
は日本語「おめでたい」と同じ）
・Sellerie,　エ celery,　フ céleri
・September,　エ September, sieben,　エ seven
・Sessel, sitzen,　エ settle, Siedlung, siedeln,　エ settlement,　エ sit
・setzen, Gesetz ・seufzen, saufen
・sich, Sippe（部族）
・sicher,　エ secure,　フ sûr,　独語は 7 世紀以前にラテン語から借用
・Siegel,　エ seal,　フ sceau ・Silbe,　エ syllable,　フ syllabe
・Silber,　エ silver ・Silhouette,　エフ silhouette
・Sinfonie, Symphonie,　エ symphony,　フ symphonie
・Sinn, senden,　エ sense,　フ sens ・Sirup,　エ syrop,　フ sirop
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・Situation,　エフ situation ・Skandal,　エ scandal,　フ scandale
・Skelett,　エ skeleton,　フ squelette
・Skizze,　エ sketch ・Sklave,　エ slave,　フ esclave
・ドエ so ・Socke,　エ sock 
・Sofa,　エフ sofa ・Software,　エフ software
・Sohn,　エ son ・solch,　エ such
・Soldat,　エ soldier,　フ soldat ・Solo,　エフ solo
・Sommer,　エ summer ・Sonne,　エ sun
・Sonntag,　エ Sunday ・Soße,　エフ sauce
・Souverän,　エ sovereign,　フ souverain
・sozial,　エフ social ・Spanien,　エ Spain,　フ Espagne
・spannen, spinnen, Gespenst ・spazieren,　エ space
・Speer,　エ spear ・spenden,　エ spend
・speziell,　エ special,　フ spécial ・Spinat,　エ spinach,　フ épinard
・Spion,　エ spy,　フ espion ・spitz, Spieß「焼き串」,　Speiche「スポーク」
・spotten, spucken ・sprühen,　エ spray
・Staat,　エ state ・Standard,　エフ standard
・Stadt, stehen, Statt,　エ stead ・Stahl, stehen,　エ steel
・Stamm,　エ stem, stehen, stammen < Stamm
・stark, starr,　エ stark「硬直した」
・Station,　エフ station, stehen ・Statistik,　エ statistics,　フ statistique
・staunen, stauen「せき止める」,　エ stow
・stechen(i)(t), stecken(i)(t),　エ stick, sticken, Stich,　エ stetch
・stehen, Stadt, statt, stellen, stets,　エ stand, Statt, Stätte
・steif,　エ stiff ・steigen, Steig, Steige「坂道」,　Steg, steil
・Stein,　エ stone ・Stelle, Stall, stellen, Gestalt
・Stern, Strahl, Stirn, Strand, Streifen, streuen,　エ star,　エ strand
・Stil,　エフ style ・still,　エ still, stellen, Stall
・Stock, Stück, stoßen,　エ stock ・Stoff,　エ stuff,　フ étoffe
・stolz「原義（硬直して直立した）」,　Stelze（竹馬）
・stopfen,　エ stop ・stören, Sturm,　エ stir
・Straße,　エ street ・Strauß「花束」,　strotzen「満ちている」
・streben, straff「張りつめた」,　エ strive
・strecken, stracks,　エ stretch, stark
・streichen, Strich,　エ strike ・Streik,　エ strike
・streiten, starr, streben, Streit,　エ stride
・streng,　エ strong,　エ string, Strang
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・Strom,　エ stream ・Struktur,　エフ structure
・Student,　エ student,　フ étudiant
・Stufe, Staffel ・Stuhl,　エ stool
・stumm, stemmen, stammeln ・Stunde, stehen, Stand
・stürzen, starr(en) ・Subjekt,　エ subject,　フ sujet
・Substanz,　エフ substance ・suchen,　エ seek
・Suffix,　エ suffix,　フ suffixe ・Sumpf,　エ swamp
・Sünde,　エ sin
・Suppe,　エ sup,　エ sop,　エ supper（夕食）,　エ soup
・süß,　エ sweet ・Symbol,　エ symbol,　フ symbole
・Symmetrie,　エ symmetry,　フ symétrie
・Sympathie,　エ sympathy,　フ sympathie
・Symposium,　エフ symposium ・Symptom,　エ sympton,　フ symptôme
・Syndikat,　エ syndicate,　フ syndicat
・Syndrom,　エフ syndrome ・Syntax,　エ syntax,　フ syntaxe
・Synthese,　エ synthesis,　フ synthèse
・System,　エ system,　フ système ・Szene,　エ scene,　フ scène
・Tabak,　エ tabacco,　フ tabac ・Tag,　エ day
・täglich,　エ daily ・Tal,　エ dale（詩語）
・Talent,　エフ talent ・Talg,　エ tallow
・Tante,　エ aunt, Amme,　フ tante ・Tanz,　フ danse,　エ dance
・Tat,　エ deed ・taub,　エ deaf
・tauchen,　エ duck「水にもぐる，アヒル」
・tauschen, täuschen ・Taxi,　エフ taxi
・Tee,　エ tea,　フ thé ・Teer,　エ tar
・Teich, Deich,　エ dike,　エ ditch ・Teig,　エ dough
・Teil,　エ deal
・teilen,　エ deal「取り扱う」（「分ける」は仏語からの借入語 divide を用いる）
・Telegramm（1865 年）,　エ telegram（1852 年）,　フ télégramme（1867 年）
・Telegraph,　エ telegraph,　フ télégraphie
・Telephon,　エ telephone,　フ téléphone
・Tempel,　エフ temple
・Temperatur,　エ temperature, フ température
・Tennis（1870 年代英語より借入）,　エ tennis（仏語から，14 世紀より）,　フ
tennis（1836 年英語より逆輸入）
・teuer,　エ dear, dauern, bedauern
・Teufel,　エ devil ・Text,　エ text,　フ texte
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・Theater,　エ theater,　エ theatre,　フ théâtre
・Thema,　エ theme,　フ thème ・Theorie,　エ theory,　フ théorie
・tief,　エ deep, taufen, Topf, Tiefe,　エ depth
・Tier,　エ deer（「鹿」に限定され，「動物」にはフランス語から animal を使う）
・Tisch,　エ dish「皿」,　エ desk ・Titel,　エ title,　フ titre
・Tochter,　エ daughter ・Toleranz,　エ tolerance,　フ tolérance
・toll,　エ dull ・Tomate,　エ tomato,　フ tomate
・Tonne,　エ ton
・Tor,　エ door, Tür（英語「門」は gate, 仏語は「門」「戸」ともに porte）
・ドエフ total ・Tourist,　エ tourist,　フ touriste
・Tradition,　エフ tradition
・tragen,　エ draw, Tracht, Getreide,　エ drag
・Tragödie,　エ tragedy,　フ tragedie
・Träne, Tran「魚油」, Zähre「涙」
・trauen,　エ trow, treu, Trost,　エ trust
・Traum,　エ dream,　träumen ・Trauer, traurig,　エ dreary
・treiben,　エ drive, Trift（牧場，漂流物）,　エ drove
・Treppe,　エ trap,　フ trappe ・Tresor,　エ treasure,　フ trésor
・treten,　エ tread, Tritt
・treu,　エ true,　エ tree, Trust, Dresden,　エ trust
・trinken,　エ drink ・Triumph,　エ triumph,　フ triomphe
・trocken,　エ dry ・Trompete,　エ trumpet,　フ trompette
・Tropen,　エ tropic,　フ tropique ・Tropfen,　エ drop, triefen,　エ drip
・trügen, Traum
・Tugend, taugen, tüchtig,　エ doughty「勇猛な」
・Tulpe,　エ tulip,　フ tulpe ・tun,　エ du
・Tunnel,　エフ tunnel,　英語はフ tonel から借用，仏語は英語から逆輸入
・Turm,　エ tower,　フ tour ・Tutor,　エ tutor,　フ tuteur
・Typ,　エフ type ・Tyrann,　エ tyrant,　フ tyran
・übel,　エ evil, über ・über,　エ over, übrig
・überkommen,　エ overcome ・Uhr,　エ hour,　フ heure
・Ulme,　エ elm ・und,　エ and
・-ung,　エ -ing ・ドエ universal,　フ universel
・Universität,　エ university,　フ université
・uns,　エ us, unser,　エ our ・unter,　エ under
・ur-, aus ・Vakzin(e),　エ vaccine,　フ vaccin
・Vase,　エフ vase ・verbieten,　エ forbid, Verbot
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・vergeben,　エ forgive ・vergessen,　エ forget
・verletzen, lass,　エ late 
・verlieren, los,　エ lose, Verlust,　エ loss,　エ forlorn
・verzeihen, verzichten, Verzicht
・Vieh,　エ fee「料金」（印欧語民族においては家畜は財産であった）
・viel, voll ・vier,　エ four
・Violine,　エ violin,　フ violon ・Visum,　エフ visa
・ドエフ vital ・Vlies,　エ fleece
・Vogel,　エ fowl（「家禽」にの意味に限定され，「鳥」は一般には bird を用いるが，
1611 年の欽定訳聖書では fowls of the air と古い意味が保たれている）
・Vokal,　エ vowel,　フ voyelle ・Vorsicht,　エ foresight（先見の明）
・vorwärts,　エ forward ・Vulkan,　エ volcane,　フ volcan
・-wärts, werden,　エ towards（の後半部分）
・wachen,　エ wake, wecken,　エ waken,　エ watch
・wachsen,　エ wax「月が満ちる」,　auch
・Wacht,　エ wait ・wagen, Waage, Weg, bewegen
・wählen, Wille, wollen
・während（währen の現在分詞）,　Wesen, war, gewesen
・Wald,　エ wold「荒れた高原」
・walken（「皮を」たたく）,　walzen,　エ walk（「ころがる」→「歩く」へ意味変化）
・wandern,　エ wander, wenden, winden, wandeln 
・wann,　エ when, wer, was, wie, wo, welch
・Ware,　エ ware, wahren ・warm,　エ warm
・warnen,　エ warn, wahren と同根，「身を守る，身構える」が原義
・was,　エ what ・waschen, Wäsche,　エ wash, Wasser
・Wasser,　エ water,　waschen, Wodka
・weben,　エ weave ・Wechsel, wechseln, Woche, weichen
・weg（古ド in wec「路上に」の in が脱落）,　　エ away（on の意の a が残る）
・Weg,　エ way ・weh,　エ woe
・wehen, Wind, Wetter,　エ weather,　エ wind
・weil, Weile,　エ while ・Wein,　エ wine,　フ vin
・weinen, weh, wenig（「嘆かわしい」が原義）
・weise, Weise, Witz, wissen, weisen,　エ wit,　エ wise
・weiß, Weizen（小麦）,　エ wheat,　エ white
・weit,　エ wide,　Weite ・welch,　エ which
・Welle, wellen, wallen, Walzer ・Welt,　エ world
・wenden,　エ wend（過去形 went が go の過去形に転用）,　winden
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・wenn, wann,　エ when
・wer,　エ who（関係代名詞の用法は 13 世紀から）
・Werk,　エ work, wirken ・Wespe,　エ wasp
・wetten, Wette,　エ wed（結婚する，「金品を積んで女を妻にする」が原意）
・wider,　エ with（「対して」が原義，のちに「～とともに」の意味を取り入れ
て主要な意味になった，原義は withstand に残る）
・wie,　エ how ・Wien,　エ Vienna,　フ Vienne
・ドエ wild ・Wille, wollen, wohl, Wohl,　エ will
・winden, Wand, wandern,　エ wind（巻く）,　wenden,　エ wand（魔法の杖）
・winken,　エ wink, wanken
・Winter,　エ winter, Wasser,　エ water,　エ wet
・wir,　エ we ・wissen, Witz,　エ wit
・wo,　エ where, wer
・wohnen, Wonne, Wunsch, wünschen,　エ wish
・Wolke, welk,　エ welkin「（詩）大空」
・Wolle,　エ wool ・wollen,　エ will
・Wort,　エ word ・Wunde, wund,　エ wound
・Wurm, werfen, werden,　エ worm, würgen
・Wurst, wirren, wirr ・Wurzel, Wurz（植物）,　エ wort（草）
・Wut, Wodan（神の名前） ・Zahn,　エ tooth,　フ dent
・Zähre,　エ tear ・Zeder,　エ cedar,　フ cèdre
・zehn,　エ ten
・Zeichen,　エ token, zeigen, zeihen, zeichnen
・Zeile, Zeit, Tide（時，時期）,　エ tide（潮）,　エ time（エ time は独語 Zeit, Uhr, 
Mal と仏語 temps, heur, fois の各 3 語に当たる）
・Zelle,　エ cell ・Zement,　エ cement,　フ ciment
・zentral,　エフ central ・Zepter,　エ scepter,　フ sceptre
・Zeremonie,　エ ceremony,　フ céremonie
・Zeug, ziehen,　エ toy ・zickzack,　エフ zigzag
・Ziegel,　エ tile
・ziehen,　エ tug（引く）,　Zug, zucken　Zucht, Zügel
・ziehen, Zeug, zögern, Zug, Herzog（「軍を率いる者」の意）
・-zig,　エ -ty, zehn ・Zigarette,　エフ cigarette
・Zigarre,　エ cigar,　フ cigare
・Zimmer, Dom「大聖堂」,　ziemen,　エ timber
・Zink,　エ zinc（独語から借用） ・Zirkus,　エ circus,　フ cirque
・Zoll,　エ toll ・Zone,　エフ zone
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・Zorn, zürnen, zornig
・zu,　エ to（16 世紀以後に英語は to と too の区別をする）,　エ too（副詞の to
の強形）
・Zucker,　エ sugar,　フ sucre ・Zunge,　エ tongue
・zwanzig,　エ twenty
・Zweck, zwei, Zweig, Zweifel, Zwecke「鋲」, zwischen,　エ two
・Zweig,　エ twig ・Zyklus,　エフ cycle
・Zylinder,　エ cylinder,　フ cylindre
・Zypresse,　エ cypress,　フ cyprès
2.1.46.　同源でも英語とドイツ語で意味が異なる語
　・ bekommen「得る」　エ become「～になる」
2.1.47.　動詞から作られた名詞
　　造語 6.1.15. 参照
2.1.48.　独語→ロマンス語→英語
　・frisch　古ド frisc → フ frais（女性形 fraîche）→ エ fresh（女性形 fraîche から）
　・rauben　古ド rouben → 古フ robber → エ rob
2.1.49.　ドイツ語特有の語
・Base（中ド base「父の姉妹」）
・Docke 人形 = Puppe（15 世紀 < 俗ラ）
・fechten（同意のラテン語からの借用語は kämpfen）
・Fernsehen, Fernseher（「テレビ」　器，見る人）
・Fernsprecher, 又 1861 年ギリシア語から Telefon
・glänzen, Glanz（glatt, Glas, gelb と同根）
・Muhme（中ド muome「母の姉妹」）,　なお Tante はフ tante より
・Rundfunk［Radio（20 世紀 < アメリカ英語 radiotelegraphy の短縮形）の独語訳，
1924 年］
・Wagen（ドイツ語本来語，Auto［19 世紀末の Automobil の短縮形］は 20 世紀から）
2.1.50.　二語が合流して出来た語
・spannen（i）（t）,　古ド spannan「伸びる」と中ド spennen「伸ばす」が合流した。
・stecken（i）（t）,　 古ド stecchōn「くっつく」と古ド stecchen「刺して固定する」
が合流したもの。
・verderben（i）（t）,　中ド（強変化）verderben「死ぬ」と中ド（弱変化）verderben「滅
ぼす」が合流したもの。
2.1.51.　西ゲルマン語からイ･スペ･ポ･フ語に借用された語
ド Seife,　エ soap → フ savon, 日本語のシャボンはポルトガル語から。ゲル
マン人は獣脂，灰，樹液で石鹸を作った。
2.1.52.　西ゲルマン語特有の語
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・Balken,　エ balk   ・Bart,　エ beard
・Baum,　エ beam   ・Besen,　エ besom
・beginnen,　エ begin   ・Branntwein,　エ brandy
・Bruch,　エ brook   ・Brut, brüten,　エ breed,　エ brood
・Busen,　エ bosom   ・Dampf,　エ damp
・Dunst,　エ dust   ・einst,　エ once
・eitel,　エ idle    ・Ernte,　エ earn
・Farn,　エ fern    ・feist,　エ fat
・Fliege,　エ fly    ・Fuchs,　エ fox
・Geist,　エ ghost   ・Geschmack,　エ smack
・gesund,　エ sound   ・gleiten,　エ glide
・Gnitte,　エ gnat
・groß,　エ great（ド groß は英語の big, large, great, tall の 4 語に当たる）
・grüßen, 　古エ grētan エ（greet）		 ・Haufen,　エ heap
・Hecke,　エ hedge   ・Herd,　エ hearth
・Hering,　エ herring   ・Hexe,　エ hag
・heulen,　エ howl
・hoffen, Hoffnung, 中ド hoffen < 中低ド hopen,　エ hope
・horchen,　エ hark   ・hüten,　エ heed
・jucken,　エ itch   ・kahl,　エ callow
・klimmen,　エ climb   ・Knabe,　エ knave
・Knall,　エ knell   ・Knecht,　エ knight
・krachen,　エ crack   ・Krähe,　エ crow
・laut,　エ loud    ・lecken,　エ lick
・lehnen,　エ lean   ・Leinen,　エ linen
・Leiter,　エ ladder   ・Lerche,　エ lark
・lernen,　エ learn   ・machen　 エ make
・Maisch,　エ mash   ・Mast,　エ mast
・meinen,　エ mean   ・Nachbar,　エ neighbor
・oder,　エ or
・Paddel（英語からの借用）,　エ paddle ・Pfuhl,　エ pool
・Pflock,　エ plug   ・plündern,　エ plunder
・Pumpe,　エ pump,　フ pompe（英語からの借用）
・rasseln, rattern,　エ rattle  ・Rätsel,　エ riddle
・rauh,　エ rough   ・reuen,　エ rue
・ruchlos,　エ reckless   ・Schaf,　 エ sheep
・Schloße,　エ sleet
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・Schmerz,　エ smart（「スマートな」［痛む］）
・schnappen,　エ snap   ・schnarren,　エ snarl
・schrill,　エ shrill   ・Schrot, Schrott,　エ shred
・Schulter,　エ shoulder   ・schwingen,　エ swing
・Seife,　エ soap（フ savon 等ヨーロッパ諸語へ借用）
・Sicht,　エ sight   ・Sieb,　エ sieve
・Spaten,　エ spade   ・Speiche,　エ spoke
・Spindel,　エ spindle
・Sprache,　エ speech, sprechen,　エ speak
・spreiten,　エ spread   ・sprießen,　エ sprout
・stapfen,　エ step   ・stärken,　エ starch
・starren,　エ stare   ・sterben,　エ starve
・stinken,　エ stink   ・strecken,　エ stretch
・stürzen,　エ start   ・vergessen,　エ forget
・Warze,　エ wart   ・Witz,　エ wit
・zäh,　エ tough    ・zwicken,　エ twitch
・Zwielicht,　エ twilight
2.1.53.　二言語併記の地名
　　固有名詞 4.7.9. 参照
2.1.54.　似た形で別源の語
・braten と Braten（語源 2.1.44. 参照）
・leid（古ド leid,　エ loath）と leiden（中ド līdan［leiten と同根］）
・Opfer（< opfern）とエ offer
・Paar とエ pair（元の語は同じであるが，エ pair はフ paire から）
・schwer < 古ド swāri（価値のある）と schwierig < 古ド swero（苦痛），　原義は
「化膿した」で schwären と同源
2.1.55.　フランス語より
　・Grippe（流行性感冒）< フ grippe より，ド greifen と同根
　・Gruppe 18 世紀 < フ groupe
　・Tanz < フ danse,　フランス語から西洋諸語に伝わった，エ dance
2.1.56.　フランス語→オランダ語→ドイツ語
　・passen（13 世紀）,　フ passer → オ → ド
・Ritter < 中オ riddere（仏語の翻訳借用）< フ chevalier, なお Reiter は高地ドイ
ツ語形
2.1.57.　古い意味を含んだ語
・Bild「絵」,　古くは「姿」「形」の意で，Mannsbild「男」,　Weibsbild「女」等
に残っている
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2.1.58.　変化形が別語源から来たもの
　・gehen の過去形 ging と過去分詞 gegangen はゴ gaggan より
2.1.59.　方言から
　・putzen < 方言 butzen「汚れを取る」,　Butzen「汚れ」
2.1.60.　法廷用語から
・ungefähr　中ド āne gevære（「悪意なしに」gevære「悪意」の意）,　もとは法
廷用語で「数は正確でないが，悪意はなく」，「およそ」の意味。後に前置詞
āne（= ohne）が un- と解された。
2.1.61.　ポーランド語より
　・Grenze < ポーランド語の「国境」
2.1.62.　Volksetymologie（民間語源）
　その他の造語 9.6.22. 参照
2.1.63.　名詞と動詞が同根でない語
・Tod － sterben, しかし，エ death － die（12 世紀 デンマークのヴァイキングが
もたらした語）,　フ mort － mourir,　「死」の語は独語と異って，英仏語は名
詞と動詞が同根
2.1.64.　ヨーロッパ諸語に共通だが，印欧祖語を再構できない語
・Katze　古ド Kazza, 古エ catt（エ cat）,　フ chat, イ gatt, スペ gato のようにヨー
ロッパ諸語に　共通しているが，犬（Hund）のように印欧祖語を再構出来
ないので，借用語とみられる。Kater（雄猫）は，Katze よりも新しい語形を
示している。
2.1.65.　ヨーロッパに共通の語
Park,　フ parc,　エ park,　オ park,　ス parque,　イ parco,　ポル parque,　スェ
park 等
2.1.66.　ロマンス語より
　・Anker（エ anchor,　フ ancre）,　ラテン語より
　・Teller　原義は「肉を分けるための板，板皿」，後ラテン語より
2.1.67.　エ apron の由来
古フ naperon に由来し，a napron の a が an と勘違いされて an apron となった。
napkin と同源
2.1.68.　Bank（同化語）の由来
　・Bank　台，ベンチ → 銀行
Bank（台）→ 仏語 → イタリア語 →Bank（銀行）［イ banca は「両替台」の
意から銀行の意味になった］
　　Bankrott はイ banca rotta から来ている
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　　　　ベンチ　　銀行
　　　　　｜　 　　｜
　　エ　bench － 　bank　← フ banque から
　　　　　｜　 　　｜
　　フ　banc　－　banque
2.1.69.　Beispiel の語源
古ド bī-spel（「その際のお話」の意）で中ド bīspel（比喩）［古ド spel は「お話」
の意でエ gospel の spel］
2.1.70.　エ brand
　　エ brand　burn は同源，古エ「燃え木」，1552 年「焼印」，1827 年「商標，銘柄」
　　ド Marke, Warenzeichen, Brand（同源 brennen）
　　フ marque
2.1.71.　Bus の語源
ラ omnis「すべての」の複数与格 omnibus「すべての人のために」の後半部から。
変化語尾が独立語になった珍しい例。
ドイツ語は 20 世紀前半　エ bus より。フランスでは omnibus は 1825 年に走
り始めた。
2.1.72.　deutsch
　　古ド diutisc「民衆の」,　古ド diot(a)「民衆」
8 世紀にはこの語は方言である民衆の言語を指した。11 世紀後半から国や人
についても用いられるようになった
・Deutsch
Er spricht Deutsch（彼はドイツ語を話す）は本来 Er spricht deutsch（ドイツ語
で話す）の意
・Deutschland は 15 世紀からで，古くは daʒ diutsche lant と言った
2.1.73.　Dienstag の語源
　　古ド ziustac　中ド dienstag, dingstag
「ローマ軍神 Mars の日」を訳したもので，ゲルマン民族においては，古ド
Ziu「ゼウス」が軍神であった。中ド dingstag は，ゲルマン神は Ding（人民集会）
の守護神であったことに由来。
2.1.74.　Donnerstag の語源
　　古ド Donares　tag
「ユピテル［ローマ神話の最高神］の日」を訳したもので，ゲルマン人は雷
神トール（ド Donar）をローマの Jupiter のように崇拝していた。
2.1.75.　einst の成り立ち
古ド eines［古ド ein の属格］に jetzt 等の添音の -t が 1000 年ごろついた。エ
once も古エ ān「1」の属格 ānes から来た。
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2.1.76.　elf と zwölf の語源
elf は古ド einlif［1（ein）余り］（指を使って数えると 1 つ余りの意）,　zwölf
（←zwei + lif）の -lf も同じ
2.1.77.　England の語源
古エ Engla-land アンゲル人の国，デンマークとドイツの国境地帯 Schleswig
地方の人々が 449 年に Britain に移住したことから⇒フ Angleterre
2.1.78.　Freitag の語源
4 世紀，ラテン語で［美の女神 Venus の日］を意味し，ゲルマン人は Fria を
Venus に当たる女神と考えた。エ Friday,　フ vendredi（ラテン語より）
2.1.79.　英語 fresh の語源
　　語源 2.1.48. 参照
2.1.80.　fressen の語源
　　fressen < ver+essen
2.1.81.　Frühling と Herbst の由来
ゲルマン人は本来 Sommer と Winter の 2 つしか季節を知らず，ローマ人に
接して 4 つの季節を知ったときに，春と秋の表現法を考案した。
・ド Frühling（「早い季節」の意　Spätling「遅い季節，秋」に対する表現とし
て 15 世紀に作られた）
・フ printemps（原義：最初の季節）
・ド Herbst［収穫期の意］エ harvest（収穫）,　古エ hærfest,　古ド herbist
・エ autumne フ automne はラテン語より
2.1.82.　herrlich の語源
　　もとは　hehr（神々しい）+ lich（古ド hērlīh），後に Herr + lich と解される。
2.1.83.　herrschen の語源
古ド hērisōn < ド hehr の比較級（Herr は der Hehrere の意），後に Herr から由
来していると解される。
2.1.84.　hundert について
　　古ド hunt 古エ hund エ hundred
-ert は「数」の意で，「100 という数」が原義。古ドでは zehan-zug（10 × 10 の意）
の方が一般的だった。100 が ein hunt というような形になったのは Notker の
時代になってからで，Notker でもまだ zenzeg のような形の方が多かった。
2.1.85.　エ husband の語源
　　das Haus bauende（= bewohnende）［家に居住する者の意］
2.1.86.　Kaffee の語源
17 世紀後半 < フ café < イ caffè < トルコ gahve < アラビア gahwa,　フラ
ンス語 café は「コーヒー」「喫茶店」の両義，「喫茶店」のドイツ語は
Kaffeehaus, Café
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2.1.87.　Juli の語源
　　7 月に生まれたローマの将軍 Julius Cäsar の名から
2.1.88.　Köln の語源
西暦 50 年ラテン語で Colōnia「植民地」と呼ばれた。Colōnia のアクセント
は -lō-にあったが，後に co-に移り，それと同時に第 2音節 -lo-の母音が弱まっ
て消え，次に -nia の i が第 1 音節に Umlaut を引き起こした。フランス語では，
アクセントが保持されて Cologne（英語も同じ）という。
　　オーデコロン　フ eau de Cologne
ド Kölnisch Wasser（語尾変化 -es なし）又は一語で Kölnisch-
wasser, Köln は Kultur と同根。
2.1.89.　kosten（価値がある，味わう）の語源
　・価値がある < 古フ co(u)ster,　フ coûter（→ エ cost）
　・味わう　　 < ラ gustāre（味わう）
2.1.90.　Kurs の語源
　・「進路」（16 世紀）＜オ koers ＜フ cours
　・「講習」（16 世紀）＜ラ cursus
　・「相場」（17 世紀）＜イ corso
2.1.91.　Laden（店）の語源
　　中ド lade(n)「板」,　昔板の上に商品をのせて売ったことから
2.1.92.　laut（前置詞）の語源
　　laut < nāch lût（= nach Wortlaut）
2.1.93.　link（左翼）の由来
1814 年フランスの代議員会議で改革派が議長席の左側に座っていたことか
ら。
2.1.94.　meistens の由来
　　16 世紀 zum meisten の meisten に副詞の s がついた形，mindestens も同様
2.1.95.　Messer の語源
古ド meʒʒisahs で元は複合語。meʒʒi はエ meat の意，sahs は「剣」の意で，「食
物を切るもの」が原義。民族名 sachse は「剣を持つ者」が原義。
2.1.96.　morgen（副）の語源
　　Morgen の 3 格「朝に」に由来する，中ド morgene, 古ド morgane
2.1.97.　Muskel の語源
Muskel < ラ musculus（= Mäuschen）,　mūs の指小形，筋肉の動きが mūs（= 
Maus）を連想させることから。
2.1.98.　neben の起源
　　古ド (i)neben < in ebani（同じように，一緒に）
2.1.99.　nein, nicht の語源
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　・nein < ne*+ ein 「1 つもない」
　・nicht < 古ド neowiht, niwiht 「一つもない」
・エ not［14 世紀から，< 中エ nōwht「一つもない」］，いづれも否定の意味の
弱化
2.1.100.　古エ niman（ド nehmen）の消滅
古英語には niman（ド nehmen）があったが，ヴァイキング時代［9 ～ 11 世紀］
にノルド語の taka が入り，niman が消えて今日の take になった。ドイツ語
では nehmen が生き残った。
2.1.101.　［人形］の語
　・Puppe　15 世紀 < 俗ラ puppa　フ poupée,　エ puppet 「あやつり人形」
　　ドイツ語本来語は Docke,　エ doll は女子名 Dorothy の愛称より
2.1.102.　nur の語源
　　nur　古ド niwāri < 否定 ni + wæri（= nicht wäre）「～がなければ」
2.1.103.　エ o’clock の語源
　　中エ of the clokke の短縮形，ob は by の意　18 世紀から
2.1.104.　oder の由来
　　oder　古ド odo, aber にならって -r が付いた。
2.1.105.　エ of とエ off について
of と off は本来同一語であったが，15 世紀から off は of の別形として使われ，
17 世紀以後用法が別になった。
2.1.106.　エ of course の起源
　　< as a matter of course 「成り行きのこととして」
2.1.107.　エ OK（O.K.）の語源
エ O.K.（または OK）は 19 世紀アメリカ起源で all correct の発音（oll 
korrekt）からとする説が有力
2.1.108.　Öl の入っている語
　　Öl　古ド oli　エ oil
　　Olive「オリーブ」　Petroleum 「石油」
2.1.109.　Porzellan の由来
エ porcelain（16 世紀から，フ porcelaine より）,　英仏語ともにイタリア語
porcellana から借用されたものであるが，「豚」の意であるイ porco が含まれ
ている。メス豚の陰部 → 貝の形 → 貝の光沢 → 磁器
2.1.110.　Prussia の由来
　　独語 Preußen の英語訳であるが「ロシアの隣」の意で，仏語も Prusse.
2.1.111.　Restaurant の語源
1765 年パリで最初にレストランを開いた A. Boulanger が店の戸口に「元気
を回復させるであろう」の意のラテン語を書き，その現在分詞に由来する。
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英独仏語同形の語
2.1.112.　Rußland の語源
9 世紀にこの地に来て国を治めたとされる北欧ヴァイキングの首領の名ルス
（Rus）より。
　　エ Russia, フ Russie
2.1.113.　schade の語源
中ド schade sīn（= ein Schaden sein）構文から schade は古い主格であったが，
形容詞として用いられるようになった。
2.1.114.　schaffen（創造する［不規則］，成し遂げる［規則］）の由来
　・「創造する」　古ド scaffan（強変化）
　・「やり遂げる」　古ド scaffōn, 古ド scepfen（= schöpfen），共に弱変化
2.1.115.　Schmetterling の語源
チェコ語 smetana「クリーム」から東中部ドイツ方言 Schmetten「クリーム」
に借用され，行為者接尾辞（-ling）をつけて，18 世紀から文章語に広まった。
魔女が蝶の姿をして夜にミルクやクリームを盗みに来たという迷信から。
2.1.116.　Schokolade の語源
17 世紀，メキシコの言語 chocolatl「苦い水」からスペイン語に入り，さらにヨー
ロッパ諸語に入った。ドイツ語はオランダ語から。
2. 1.117.　Seele の語源
See の派生語，「海から来る者」が原義。ゲルマン人は海が故郷で，死後魂
はそこに帰ると信じていた。エ soul
2.1.118.　sein の人称変化の由来
　　sein の人称変化は 3 つの語根から作られた。
　　　① ist, sind, seid, sein（エ am, are, is）
　　　② war, gewesen（エ was, were）
　　　③ bin, bist（エ be, been）
2.1.119.　seitdem の由来
　　seitdem < 中ド sīt dem māle「その時以来」
2.1.120.　selber, selbst の由来
・selber, 中ド selp の強変化男性 1 格が固定したもの
・selbst, 16 世紀 中ド selp の男性単数 2 格 selbes に語源的に根拠の無い -t（Obst
の t と同様）が付いたもの。
2.1.121.　seltsam の由来
　　古ド selt-sāni［= nicht häufig zu sehen］
「まれに（selt）見られる（sehen と同根，後に -sam に同化）」→「めったに
見られない」→「奇妙な」
2.1.122.　September の由来
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ローマ暦（3 月が始まり）で第 7 月（ラ septem「7」），フ septembre,　エ
September（11 世紀から）
2.1.123.　Sonnabend の語源
古ド sunnūnāband < 古エ sunnanæfen, 「日曜日の前夜」から「日曜日の前日」
に意味が拡張された。英語は後にラテン語の「農業の神 Saturnus の日」にな
らって Saturday と呼ぶようになった。北ドイツでは Sonnabend，オランダに
近い地方では Saterdag，中部･南部ドイツでは Samstag。
2.1.124.　Sonntag の語源
古ド sunnūn tag はラテン語の翻訳借用，ラテン語はギリシア語「太陽の日」
の翻訳借用。
　　エ Sunday, ロマンス諸語は「主の日」 フ dimanche
2.1.125.　Stadt と Statt
中ド stat「（特権階級の）居住地」（以前は Burg であった）。Statt「場所」と
同じ単語で，16 世紀ごろから綴り字が区別されるようになった。stehen と
同根。
2.1.126.　エ sunset,　エ sunrise の由来
before the sun rise（set）［仮定法現在形で -s なし］,　このような形で使われる
ことが多いので，一語になったものと思われる
2.1.127.　Tee の語源
中国語方言 → マライ tēh→ オランダ thee→17 世紀に独語に入る。お茶は
Kaffee, Bier, Wein と同様，世界中に広まった。
2.1.128.　［机］の独英仏語の語源
ド Tisch,　エ dish「皿」< ラ discus, 古典ラテン語は mensa（= Tisch）→ ド
Mensa「学生食堂」,　俗ラテン語は tabula「板」→ フ table→ エ table
2.1.129.　エ turtle の由来
フ tortue（亀）がエ turtle（きじばと）の音の類似から誤って綴られたものと
考えられる　今日「きじばと」はエ turtle-dove
2.1.130.　überwinden の語源
　　後半は winden ではなく，古ド winnan「戦う，努力する」
2.1.131.　エ umpire の由来
原義「等しくない人」→「選手と立場が同じでない人」,　中エ numpere で a 
numpere の不定冠詞 a が an と勘違いされて an umpere と解されたことによる
2.1.132.　ド -ung とエ -ing は同語源
　・ド Heizung　エ Heating
2.1.133.　Wanderwort（遍歴語）
Kaffee, Wein, Bier, Tabak, Tee, Zucker のような嗜好品は単語と共に急速に広ま
る。このような単語を Wanderwort（エ wandering word,　フ mot voyageur）と
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いう。
2.1.134.　「わし」の表現
Adler < 古ド adel-ar（高貴なわし）,　この古い語は 18 世紀までは詩語で使わ
れていたが，今日では Adel（高貴）の語義が感じられなくなり，Aar（わし）
は雅語となった。
2.1.135.　weg の由来
・ weg　中ドenwec;　古ド in wec 「（去るべき）路上に」,　14世紀以後en-が脱落。
エ away と同じ構成
2.1.136.　wegen の由来
中ド von ～ wegen（Weg の複数与格）の von が 14 世紀以降脱落。なお今日
でも von + 2 格 + wegen の形は残っている。
2.1.137.　Welt の語源
古ド wer-alt（人間の時代）,　北欧神話において，神々の時代，巨人の時代に
ついで，人間の時代が到来したことから。
2.1.138.　wenigstens の由来
　　17 世紀，zum wenigsten の zum が落ちて，副詞の 2 格 -s が付いたもの。
2.1.139.　wider と wieder の由来
wider と wieder は同じ wider だったが，17 世紀に wider と wieder の区別が確
立した。英語も again と against は同一の単語だった。
2.1.140.　willkommen の由来
「（du bist）nach Willen gekommen」（君はわれわれの望んだ通りににやってきた） 
の意味。　エ welcome, フ bienvenu
2.1.141.　エ yes,　フ oui の成り立ち
エ yes は，yea（= はい）に be 動詞の古い接続法 sīe（= ド sei）がついたもので，
17 世紀に yes は yea にとって代った。oui はラ hoc ille fēcit（= das tat er）から。
2.2.　語の系統
2.2.1.　イタリア語→英独仏語へ借用 
　　語源 2.1.1. 参照
2.2.2.　印欧語同根の語 
　　語源 2.1.3. 参照
2.2.3.　印欧諸語に広く共通している親族語 
　　語源 2.1.4. 参照
2.2.4.　印欧語は共通だがラテン語（ロマンス語）だけ異なる語
　　語源 2.1.2. 参照
2.2.5.　英語特有の語
　　語源 2.1.5. 参照
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2.2.6.　英独仏語でそれぞれ異源な同意語 
　　語源 2.1.6. 参照
2.2.7.　オランダ語→英語→ドイツ語 
　　語源 2.1.8. 参照
2.2.8.　オランダ語→フランス語→ドイツ語 
　　語源 2.1.9. 参照
2.2.9.　ギリシア語起源の学問名 
　　語源 2.1.13. 参照
2.2.10.　ゲルマン･スラヴ･バルトの三言語圏に共通する語
　　語源 2.1.19. 参照
2.2.11.　ゲルマン語特有の語 
　　語源 2.1.20. 参照
2.2.12.　ゲルマン語･ケルト語特有の語
　　語源 2.1.17. 参照
2.2.13.　ゲルマン語とスラヴ語に共通の語 
　　語源 2.1.18. 参照
2.2.14.　ゲルマン語の中で英語だけ異なる語
　　語源 2.1.21. 参照
2.2.15.　ゲルマン語の中でも異なる語 
　　語源 2.1.22. 参照
2.2.16.　ゲルマン語→フランス語 
　　語源 2.1.16. 参照
2.2.17.　ゲルマン語→ロマンス語→英語
　　語源 2.1.48. 参照
2.2.18.　語源不詳 
　　語源 2.1.26. 参照
2.2.19.　古アイルランド語→英語→ドイツ語
　　語源 2.1.24. 参照
2.2.20.　古フランス語より 
　　語源 2.1.27. 参照
2.2.21.　スイスのドイツ語に由来する語
　　語源 2.1.36. 参照
2.2.22.　西欧語に広く見られるが，英語では早く消えた語
　　語源 2.1.37. 参照
2.2.23.　中低ドイツ語より 
　　語源 2.1.39. 参照
2.2.24.　低地ドイツ語より 
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　　語源 2.1.42. 参照
2.2.25.　ドイツ語特有の語 
　　語源 2.1.49. 参照
2.2.26.　同形でありながら別の系の語 
　　語源 2.1.44. 参照
2.2.27.　同源でも英語と独語で意味が異なる語 
　　語源 2.1.46. 参照
2.2.28.　西ゲルマン語→イ･スペ･ポル･フ語 
　　語源 2.1.51. 参照
2.2.29.　西ゲルマン語特有の語 
　　語源 2.1.52. 参照
2.2.30.　変化形が別語源から来た語
　　語源 2.1.58. 参照
2.2.31.　フランス語→オランダ語→ドイツ語 
　　語源 2.1.56. 参照
2.2.32.　フランス語より 
　　語源 2.1.55. 参照
2.2.33.　方言より 
　　語源 2.1.59. 参照
2.2.34.　ポーランド語より
　　語源 2.1.61. 参照
2.2.35.　ヨーロッパ諸語共通だが，印欧祖語を再構出来ない語 
　　語源 2.1.64. 参照
2.2.36.　ヨーロッパに共通する語 
　　語源 2.1.65. 参照
2.2.37.　ロマンス語より 
　　語源 2.1.66. 参照
2.2.38.　Ostmitteldeutsch に由来する語 
　　語源 2.1.43. 参照
